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令和７年第１回天城町議会定例会議事日程（第１号） 

令和７年３月４日（火曜日）午前10時開議 

 

      開会（開議） 

○日程第１ 会議録署名議員の指名 

○日程第２ 会期の決定 

○日程第３ 諸報告 

      （１） 諸般の報告 

      （２） 行政報告 

○日程第４ 令和７年度施政方針の説明 

○日程第５ 一般質問 

      奥  好生 議員 

      松山小百合 議員 

      散会 
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１．出席議員（１４名） 

  議席番号   氏   名       議席番号   氏   名 

    １番  松 山 小百合        ２番  平 岡 寛 次  

    ３番  島   和 也        ４番  喜 入 伊佐男  

    ５番  吉 村 元 光        ６番  奥   好 生  

    ７番  昇   健 児        ８番  大 澤 皓一郎  

    ９番  久 田 高 志       １０番  柏 木 辰 二  

   １１番  前 田 芳 作       １２番  柏 井 洋 一  

   １３番  平 山 栄 助       １４番  上 岡 義 茂  

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長 山 田 悦 和     議会事務局書記 實 村 健 太  

 

１．説明のため出席した者の職氏名 

  職  名   氏   名       職  名   氏   名 

 町 長 森 田 弘 光     教 育 長 院 田 裕 一  

 副 町 長 祷   清次郎     教委総務課長 和 田 智 磯  

 総 務 課 長 福   健吉郎     社会教育課長 中   秀 樹  

 総務課長補佐 宇 都 克 俊     農 政 課 長 上 岡 久 人  

 企画財政課長 森 田 博 二     農地整備課長 柚 木 洋 佐  

 くらしと税務課長 髙   芳 征     建 設 課 長 宮 山   浩  

 長寿子育て課長 廣 田 泰 望     農業委員会事務局長 廻   美 沙  

 けんこう増進課長 中 村 慶 太     水 道 課 長 西 松 清 仁  

 商工水産観光課長 梅 岡 拓 司     会 計 課 長 関 田   進  

                    選挙管理委員会書記長 里 山 浩 一  
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△ 開会（開議）午前１０時００分 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 おはようございます。 

 議員及び執行部の皆様へご連絡いたします。現在、本会議場におけるマイクの不

調が見られます。状況次第ではマイク調整のために休憩を入れることもございます

ので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 ただいまから、令和７年第１回天城町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

△ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、吉村元光議員、奥好生議

員を指名します。 

 

△ 日程第２ 会期の決定 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第２、会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から３月２１日までの１８日間にしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、会期は本日から３月２１日までの１８日間に決定

しました。 

 

△ 日程第３ 諸報告 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第３、諸報告を行います。 

 初めに、議長より令和７年第１回臨時会以降、本定例会までの諸般の報告を行い
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ます。 

 議長の動静等の報告は、お手元に配付しております。お目通し願い、報告といた

します。 

 次に、本日、議案が町長より２３件提出されました。よって、議案は、その件名

一覧表とともにお手元に配付してあります。 

 条例の制定・一部改正、予算などがありますが、慎重にご審議の上、適切なご判

断をお願いいたします。 

 次に、天城町監査委員より、令和７年２月分までの例月出納検査の結果、適正に

処理されているとの報告がなされています。 

 以上で、議長の報告を終わります。 

 次に、町長から行政報告の申出がありましたので、これを許可します。 

○森田 弘光町長   

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、行政報告をいたします。 

 ２月５日の令和７年第１回天城町議会臨時会以降の主な報告でございます。 

 ２月の１２日、令和６年度徳之島３ヶ町議会議員大会が防災センターでございま

して出席いたしました。 

 ２月１３日、サトウキビ春植え推進出発式。同日、Ｈｏｎｄａ熊本公式野球部の

歓迎セレモニーを行っております。 

 ２月１４日、鹿児島県市町村長研修会、町村会定期総会、町村長会研修会及びＩ

ＣＴ、ＩｏＴ利用活用推進協議会がございました。また、同日午後、奄美郡島農業

農村整備事業推進協議会及び意見交換がございました。 

 ２月１６日、天城町生涯学習講座閉校式が防災センターでございました。 

 ２月１９日、天城町平土野港海岸メンテナンス事業説明会が鹿児島県徳之島事務

所のほうからございました。同日、ＪＡ共済によります地域貢献活動といたしまし

て、ＪＡ天城さんから学校給食への鹿児島黒牛肉の贈呈がございました。１００kg

でございます。全小中学校で３月５日にビーフカレー、３月１４日にチンジャオ

ロース、中華料理の料理が行われるということでございます。 

 飛びまして２月２４日、世界自然遺産奄美トレイルウォークｉｎあまぎを開催い

たしました。 

 ２月２６日、クルーズ船誘致に向けた関係者ミーティングを天城町役場で行いま

した。同日、天城町教育文化のまち推進会議が防災センターで開催されました。 

 ３月１日、樟南第二高等学校の卒業式があり、３ヶ町を代表いたしまして卒業の

皆さんにお祝いの言葉を申し上げました。 
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 以上、行政報告でございました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、諸報告を終わります。 

 

△ 日程第４ 令和７年度施政方針の説明 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第４、令和７年度施政方針の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 しばらく時間を頂きたいと思います。 

 それでは、令和７年天城町施政を進めるに当たりましての施政方針の説明を申し

上げます。 

 本日、令和７年第１回天城町議会定例会が開催されるにあたり、町政運営の基本

方針と施策の概要をはじめ、町政運営の基本となる令和７年度予算案を申し上げ、

議員各位並びに町民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 昨年は、１０月に、奄美群島では初となります「ジェンダー平等推進のまちあま

ぎ」を宣言し、性別にかかわりなく一人一人の人権が尊重され、個性と能力が発揮

できる男女共同参画社会の実現と“誰もがこころ豊かに笑顔で暮らせる町”を目指

し、その取組をスタートさせたところでございます。 

 また、１１月には、農業をはじめとする第一次産業と自然・文化遺産がうまくか

み合い、持続可能な観光地域を形成しているということが評価され、国連世界観光

機関（ＵＮ Ｔｏｕｒｉｓｍ）が認定いたします「ベストツーリズムビレッジ」に

九州では初めて選出されるなど、まさしく、天城町が新たな船出をした１年であっ

たかと感じております。 

 今年は、戦後８０年の節目となります。時代の経過とともに、戦争を直接経験し

た方々のお話が大変貴重なものとなってきております。改めて、先人達からの学び

を通して、天城町のこれまでの歩みを振り返るとともに、将来の天城町に向けて動

き出す年にしたいと考えております。 

 そして、年次的に整備を行ってまいりました「あまぎ自然と伝統文化体験館」に

つきましては、令和８年度の完成運用開始を目指し、整備が大詰めを迎えておりま

す。徳之島子宝空港に隣接して、「あまぎ自然と伝統文化体験館」が完成すること

により、総合運動公園、Ｂ＆Ｇ海洋センター、天城町水産業振興拠点施設うおっち

ょ、そして山猪工房あまぎという多様な価値観を有する施設群が生まれることとな

ります。 
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 「つくる」から「使う」へ、「使う」から「育てる」へ。 

 「共創」に向けた土台はそろいました。人と人の出会いから新しい「あまぎ」が

始まります。 

 将来に向けた天城町の新たな礎を築き上げるとともに、「住んでよかった。暮ら

し満足度ＮＯ．１のまち」を目指して誠心誠意努力していく所存でございます。 

 また、私のモットーであります「先ず隗より始めよ（率先垂範）」「スピード感

を持って対応」「必ず記録・メモを取ろう」を職員と共有し、「百の議論より一つ

の行動」を常に意識しながら、町民サービスのさらなる向上に努めてまいります。

町民の皆様のご支援、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 “天城町の心はてぃーち”。心を一つにして、共に頑張りましょう。 

 それでは、以下、重要施策につきましてご説明を申し上げます。 

 １．安定した雇用を創出する 

 （１）農業・水産業の持続的発展による経済の活性化及び所得の向上 

 令和５年度の農業総生産額は、令和４年度に比べ２億円伸び、４３億５千万円と

なりました。しかしながら、燃油や肥料・飼料等生産資材の高止まりが依然として

続いており、農業経営を大きく圧迫しています。資材価格の高止まりは今後も続く

ことが予想されております。 

 持続可能な社会を目指すＳＤＧｓへの取組が世界的に進められている中、環境と

の調和や希望する全ての人が営農できる農業づくりも重要となります。さらには、

これまで営まれてきたさとうきびの手植えや手刈りやさつまいも栽培などの農業文

化を次世代に継承することも必要だと考えております。そのため、「島農業復活プ

ロジェクト」を推進し、「第３次天城町農業ビジョン」で掲げた４５億円を達成で

きるよう「楽しい農で目指せ楽農！！ 目指せ４５億！！」をスローガンに農業の

振興を図ってまいります。 

 農家の高齢化や担い手不足が大きな課題になっています。そのため、農業セン

ター研修制度や指導農業士による指導等を通じて、新規就農者や地域を担う人材へ

の支援を行ってまいります。併せて、女性の農業参画や農福連携など地域農業を支

える人材の確保に努めてまいります。 

 人・農地プランが法定化され、地域計画を定めることとされています。遊休農地

をなくし、農家が守ってきた農地を次の世代へ引き継ぐため、農地中間管理事業を

推進し、担い手への農地集積・集約を進めてまいります。 

 令和４年度から農村型地域運営組織、いわゆる農村ＲＭＯ事業を活用し、「地域

資源の活用」「農用地の保全」「生活支援活動」を目的に、ワークショップやマル

シェの開催、地域における課題や意見についてその集約を行ってまいりました。い
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よいよ「あまぎ自然と伝統文化体験館」内の直売所開設に向けて、農産物の集出荷

システムづくりや高齢者の買い物支援等に取り組むとともに、地産地消の活動の一

環として給食センターへの農産物の出荷も始めてまいります。 

 基幹作物でありますさとうきびにつきましては、今期の製糖期前半は糖度が低調

傾向にありましたが、少しずつ持ち直してきているところでございます。生産量に

つきましては、天城町で６万２千トン、徳之島３町では約１６万３千トンの見込み

となっております。 

 農家の高齢化や労働力不足による適期植付・管理作業の遅れ等による反収低下が

課題となっているところです。ビレットプランターによる省力化、土壌診断や堆肥

投入による土づくり、可動式誘殺灯による病害虫対策、さらなる手植え助成の拡充

により増産へつなげてまいります。 

 畜産につきましては、低調な子牛価格の推移と飼料価格等の高騰も重なり経営が

圧迫されております。 

 町としましては、単独事業により、セリ子牛１頭当たり１万円を助成する畜産経

営安定対策事業や堆肥助成の拡充を行ってきたところでございます。 

 国におきましては、和小牛産地基盤強化緊急特別対策事業を新設しブロック別平

均売買価格が発動基準──黒毛和種は最大６１万円でございますが、それを下回っ

た場合に、取組に応じて１頭当たり６万円から８万円の交付が行われ、自家保留牛

も対象になることとなっております。 

 商品性の高い子牛生産体系の確立を目指し、引き続き繁殖素牛導入・保留促進助

成事業による優良雌牛更新を図ってまいります。 

 また、畜産クラスター事業及び町単独事業で規模拡大や省力化を図るとともに、

飼料畑に対する土壌改良資材助成の継続により、良質粗飼料の自給率向上を図って

まいります。 

 さらに、家畜排せつ物の適正な処理や有用な有機物肥料の活用に向け堆肥舎等整

備事業を引き続き行ってまいります。 

 加えて、環境対策の一環として、未利用の牛ふんや作物残渣の堆肥化も視野に入

れた堆肥センターの導入も検討してまいります。 

 ばれいしょにつきましては、今期植付けは、１８９haと前期より微増しておりま

す。定時・定量・定質の選別・出荷に町全体で取り組み、消費者や市場からのさら

なる高評価確立を目指してまいります。そのため、各種研修会や営農指導の強化で

生産技術の向上、適期管理の周知、畑かん利用を推進してまいります。また、輸送

コスト支援事業や野菜価格安定基金事業による経営面からの支援、機械導入助成や

ドローンによる薬剤散布助成などにより作業の省力化を支援してまいります。さら
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に、今期産には間に合いませんが、ばれいしょ選果機の更新を支援することとして

おります。 

 令和６年度より取り組んでいる「島農業復活プロジェクト」につきましては、さ

つまいもや落花生、島らっきょうなどの栽培に取り組み、輪作による圃場の有効活

用と夏場の所得確保を目指してまいります。また、沖縄県との連携も視野に入れ、

販売ルートの開拓に努めてまいります。 

 果樹につきましては、マンゴー、パッションフルーツの品評会を開催し、農家同

士での情報交換の場を設けていき、町全体で技術の高位平準化を目指してまいりま

す。 

 タンカン、ピタヤにつきましては、徳之島地域果樹産地協議会で実施しておりま

す果樹経営支援対策事業を活用し、栽培面積の増加に努めてまいります。また、ト

ルコギキョウにつきましては、自給苗によるコスト軽減と密植による生産量の確保

に努めてまいります。 

 また、新たに急速冷凍機を導入し、船舶欠航時の農産物損失の軽減を図ってまい

ります。 

 地産地消につきましては、農業センターの電子図書の活用により、農業塾や農業

セミナー等を充実し、安定した野菜や花づくりの実践、簡易ハウス補助によるハウ

ス面積拡大と、苗もの市の開催で家庭菜園の普及を図り、自給野菜の確保につなげ

てまいります。 

 食育につきましては、「われんきゃファーマー育成事業」を活用して、将来を担

う子供たちへ、食育講演会や教育ファームでの農林漁業体験、郷土料理伝承教室や

農業センターと連携した出前講座などを幅広く行い、食と農への興味と理解を深め

ながら、健全な食生活を実践できるよう食育の推進を図ってまいります。 

 土づくりにつきましては、限られた農地でその収量を上げるためには単収向上が

不可欠であります。よって、土壌診断に基づく肥料設計、堆肥や緑肥等の有機物施

用の推進等についても取り組んでまいります。 

 鳥獣被害対策につきましては、イノシシ等による農作物被害は減少傾向にありま

す。獣被害対策実践事業の活用や防護柵の点検、また破損箇所の補修等を引き続き

進め、さらなる被害の軽減に努めてまいります。 

 近年問題になっております、アマミノクロウサギによる食害につきましても、ウ

サギ用の防護柵を導入してまいります。 

 全国的にジビエ料理が注目され、機能性も高いリュウキュウイノシシの需要は高

まりつつあります。その需要に応えるため、山猪工房あまぎへのイノシシ持ち込み

数の確保に努めてまいります。肉の販売に加え、加工品開発にも取り組み、山猪工
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房あまぎの島内外における流通販売の確立に取り組んでまいります。 

 林業につきましては、島内産材を鹿児島県本土へかつお節用のまき材として出荷

しております。今後もその普及と利用促進に努めてまいります。 

 松くい虫被害は減少しましたが、引き続き樹幹注入を実施し、貴重な松資源保護

に努めてまいります。 

 また、森林環境譲与税を活用した町内需要の促進などにより林業者育成を推進し

てまいります。 

 特用林産物の生産につきましては、「キクラゲ類栽培」の産地化を進めてまいり

ます。 

 水産業につきましては、天城町水産業振興拠点施設うおっちょにおける新商品の

開発や品ぞろえの充実に努め、水産物の販路拡大や魚食の推進を図ってまいります。

また、町内全域を対象として移動販売を実施し、買物弱者への支援につなげられる

よう取組を進めてまいります。町単独事業として取り組んでおります水産業活性化

推進事業につきましては、引き続き燃料費助成、漁具及び資材購入助成を行い、漁

業従事者の支援、育成に努めてまいります。 

 農業基盤整備につきましては、現在進めております６地区の県営畑地帯総合整備

事業において畑かん施設整備及び区画整理事業を実施し、令和７年３月末時点で徳

之島ダム受益地の散水可能予定面積は５０８．１ha、整備率は３７．７％となる見

込みでございます。 

 県営通作条件整備事業につきましては、兼久・瀬滝地区は事業に着手しており、

松原・浅間地区についても新年度に測量設計に入ります。畑地帯総合整備事業（第

二天城南部２地区）は、老朽化した畑かん施設の更新事業の調査設計に取り組んで

まいります。 

 農道及び排水路整備につきましては、農業基盤整備促進事業により、北部地区で

農道１７０ｍ、南部地区で排水路１９０ｍ、浅間・平土野地区においては農道

３２０ｍ、排水路１８０ｍ（平土野）の整備を進めてまいります。 

 また、かごしまの農業未来創造支援事業兼久堀切地区で排水路２０ｍの整備を行

います。 

 多面的機能支払交付金事業を活用して、引き続き、農道・水路・沈砂池等の維持

管理活動及び施設の長寿命化活動を実施してまいります。 

 地籍調査事業につきましては、進捗率で３５．３３％となっております。新年度

は、与名間の新規・継続合わせて３１haを進めてまいります。 

 また、県営畑地帯総合整備事業２３地区の清算事務につきましては、引き続き未

完了地区の清算事務に取り組んでまいります。 
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 （２）新たな事業創出と観光産業の振興 

 起業支援につきましては、地域経済の活性化を目的として、令和６年度は平土野

地域活性化基金活用事業１件、ＵＩターン起業家支援事業１件、平土野地区起業家

支援事業１件を実施いたしました。引き続き町内における起業に対しその支援を行

ってまいります。 

 企業誘致につきましては、本町への事業進出に係る用地や人材の確保など、企業

と地元関係機関等との調整を行い、企業立地や雇用創出につながるその誘致活動に

取り組んでまいります。 

 商工業につきましては、東京や兵庫県で開催されておりますイベントにおいて、

特産品のＰＲを行い、販路拡大に努めているところであります。 

 新年度は、横浜・八景島シーパラダイス水族館やアウトドアメーカー・モンベル

主催によるパシフィコ横浜の展示ホールにおけますフェアに参加し、さらなる町の

ＰＲに努めてまいります。 

 町単独事業として取り組んでおります地元消費拡大対策につきましては、プレミ

アム商品券補助事業を継続して行い、町内の消費喚起に努めてまいります。 

 観光業につきましては、先ほども申し上げましたけども、国連世界観光機関（Ｕ

Ｎ Ｔｏｕｒｉｓｍ）から、天城町が国内で７地域目のベスト・ツーリズム・ビレ

ッジに認定されました。今後、外国人観光客、いわゆるインバウンドの増加が予想

されることから、受入れ環境の整備を進めるとともに、天城町の歴史や文化、自然

環境の保全に努め、持続可能な観光地としての取組を進めてまいります。 

 また、継続的なクルーズ船の誘致活動や航空路線の搭乗率向上も視野に入れたツ

アー等の企画を推進し、大都市圏との直行便就航への足がかりとしてその取組を進

めてまいります。 

 平土野港多機能港湾新設につきましては、期成同盟会と共に県へ要望をしてまい

ります。また、県が着手しております海岸メンテ事業、いわゆる平土野海岸の護岸

改修工事につきましては、早期完成に向けてその要望を重ねてまいります。 

 トライアスロンＩＮ徳之島大会は、３町が一体となって開催する徳之島最大のイ

ベントであり、全国的にも人気のある大会として定着しております。今年で第

３８回大会を迎えますが、３千名を超えるボランティアの方々と一緒になって大会

を成功に導き「スポーツ愛ランド徳之島」を広く島外に発信してまいります。 

 スポーツ合宿誘致につきましては、様々な競技で合宿に訪れるようになり、順調

に推移しております。特に、今年度で８度目となったプロ野球近藤健介選手をはじ

めとする「チームＡＭＡＧＩ」の自主トレでは、全国から３０社にも及ぶマスコミ

関係者が来島するなど、天城町を広くＰＲしていただきました。また、憧れのトッ
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プアスリートの姿を間近で見ることのできる環境は、子供たちにとっても、夢や目

標に向かって取り組むことのすばらしさを直接感じるよい機会でございます。今後

も、積極的な合宿誘致活動を行い、本町の地域活性化及び関係人口の拡大につなげ

てまいります。 

 ２項目め、新しい人の流れをつくる 

 （１）ふるさと創生 

 人口減少対策や経済の維持・拡大を図るため、現在策定中の「第３次天城町ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」を推進し、引き続き天城町の地方創生に取り組ん

でまいります。これまでに取り組んできた第一次産業の所得向上や移住定住の促進、

子育て支援等に寄与する施策に加え、観光振興、人材不足解消等、地域づくりの課

題解消に取り組んでまいります。 

 移住・定住につきましては、令和３年度より移住コンシェルジュを中心とするワ

ンストップ移住相談窓口を設置しており、令和５年度は２０８件の相談に対応し、

うち１５世帯３２名の方が実際に本町に移住していただきました。引き続き、多様

な移住ニーズの把握と移住希望者に寄り添った支援を行うとともに、大都市圏での

移住フェア等に積極的に参加し、移住人口の増加に努めてまいります。 

 空き家対策につきましては、令和６年度は８件の空き家バンクの新規登録があり、

利用いただいております。また、空き家改修費補助は６件の改修を行っております。

令和６年度から開始した空き家バンク登録お片付け支援補助は１件の利用がござい

ました。今後も空き家の有効活用を促進するとともに、町のホームページなどで広

く空き家情報を発信し、定住者の増加につなげてまいります。また、「天城町空家

等対策計画」に基づき、空き家の適正管理を啓発してまいります。 

 ふるさと納税につきましては、令和５年度は５千６０１件、９千２３万円のご寄

附を頂きました。令和６年度につきましては、１月末時点で４千６２２件、８千

７９１万１千円と、前年比増でその推移を続けております。引き続き、ウェブサイ

トでのＰＲや寄附をされる方に選んでいただけるような返礼品の充実を図るととも

に、島外での物産展を通してＰＲ活動に取り組んでまいります。また、新年度も継

続してガバメントクラウドファンディングを行い、広報活動を行ってまいります。

企業版ふるさと納税につきましては、令和７年１月末時点で７件２００万円のご寄

附を頂きました。これまで寄附を頂いた皆様とのご縁を継続していただけるよう、

全国へのＰＲ活動を積極的に行ってまいります。 

 （２）世界自然遺産登録地として 

 世界自然遺産につきましては、その価値を将来にわたって保全していくため、引

き続き徳之島希少野生動植物保護事業や徳之島３町ネコ対策事業を実施するととも
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に、国の特定外来生物防除等対策事業交付金を活用し、アメリカザリガニやシロア

ゴガエル等の外来種対策を強化してまいります。 

 近年、アマミノクロウサギ観察を目的とした来訪客が増加傾向にある当部集落に

つきまして、集落と連携してそのルール整備を行い、集落住民の生活環境保全や希

少動物の保護と観光振興の両立を目指してまいります。 

 徳之島の世界自然遺産価値を伝える「徳之島世界遺産センター」が昨年１２月に

オープンいたしました。多くの方々に愛される施設となるよう、関係機関と連携し

魅力ある施設運営に努めてまいります。また、世界自然遺産５地域会議と連携し、

大阪・関西万博において、世界自然遺産のＰＲ活動を展開してまいります。 

 ３．健康・妊娠・子育て・教育の希望をかなえる 

 （１）子供から高齢者までみんなが健康の町 

 保健予防事業につきましては、「データヘルス計画（第３期）」に基づき、健康

寿命の延伸を目標に、疾病の早期発見・早期治療、健康の保持増進と医療費の適正

化に取り組んでまいります。また、令和６年度から実施しています「がん患者アピ

アランスケア支援事業」の周知を図り、がん患者の精神的・経済的負担の軽減が図

られるよう努めてまいります。 

 医療受診における町民の健康増進や経済的負担の軽減に努めるため、「島外治療

旅費助成」「心身障害児療育旅費及び施設入所児訪問旅費助成」、そしてまた県の

補助事業を活用した「子ども通院費等支援」を継続してまいります。 

 国民健康保険事業につきましては、マイナンバーカードと健康保険証の一体化に

よる「マイナ保険証」を利用するメリットや、登録手続等の周知・広報を引き続き

実施し、その利用率向上に努めてまいります。また、近年高騰し続けております医

療費の抑制を図るため、レセプト点検等の医療費適正化対策や後発医薬品の利用促

進にも努めてまいります。 

 令和６年度に設置いたしました「こども家庭センター こそだてらす」において、

現在策定中の「天城町こども計画～われんきゃ未来プロジェクト～」を基軸に、児

童福祉と母子保健の一体的な支援体制の組織づくりを進め、妊娠期から子育て期に

おける切れ目のない支援を実施いたします。 

 少子化対策及び妊娠・出産・子育て支援につきましては、全ての妊産婦が安心し

て出産・子育てができるよう、定期的な相談対応を行うとともに、各種旅費助成、

検査補助などを引き続き実施し、経済的負担の軽減を図ってまいります。また、子

育て世帯支援として、「出産祝金」や「新入学生未来づくり応援金」「在宅育児支

援金」「児童養育助成事業による保育料の無償化」「こども医療費給付」「Ｗａｋ

ｕＷａｋｕ紙おむつ給付事業」などを引き続き実施し、子育てしやすいまちづくり
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に努めてまいります。 

 保育所につきましては、保育士等の研修の継続、また、令和６年度に導入しまし

たＩＣＴを活用した保育士と保護者との情報連携体制の強化、遊具等の充実等を進

め、園児が安全・安心で、楽しめる環境づくりを進めてまいります。なお、与名間

へき地保育所につきましては、残念ではございますが入所希望児童がおらず、１年

間の休所措置となりました。次年度以降の入所申込みは、これまで同様に受付をし、

開所へ向けて準備をいたしてまいります。 

 障がい者福祉につきましては、“障がいのある方もない方も住み慣れた地域で共

生する社会の実現”のため、農福連携を絡めた新たな就労・活動機会の開拓を進め、

社会活動に参加しやすい環境づくりに努めてまいります。 

 高齢者福祉につきましては、「敬老祝金支給」や「高齢者ハンドル形電動車いす

購入費助成」「緊急通報装置の設置・推進」など高齢者に寄り添った事業を継続す

るとともに、令和６年度より開始いたしました見守りタグ利用による本人の安全・

家族の安心を確保してまいります。 

 後期高齢者医療保険事業につきましては、高齢者のさらなる健康寿命の延伸を図

るため、保健事業と介護予防の一体的実施事業を推進してまいります。 

 介護保険事業につきましては、「天城町高齢者保健福祉計画及び第９期介護保険

事業計画」の基本理念であります「日本一幸せな天城町～自助・互助・共助・公

助」の実現に向けて施策の展開を図り、介護保険制度の安定した運営を行ってまい

ります。また、本町の実情に合わせた介護サービスの基盤整備や地域包括ケアシス

テムのさらなる推進を図るため、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査、高齢者等実

態調査を新年度に実施することとしております。 

 地域支援事業につきましては、高齢者の生活支援に関する取組の充実を図るため

令和６年度から生活支援コーディネーターを専属で配置し、高齢者世帯の訪問活動

に加え、要支援認定者等へ生活支援ニーズ調査を実施いたしました。 

 新年度は、この調査結果に基づき、必要な生活支援の充実を図ってまいります。

併せて、生活支援体制整備事業におきまして地域資源マップのアプリを構築し、高

齢者の介護予防・生きがいづくりに努めてまいります。また、配食サービス事業に

つきましては、高齢者等の栄養改善、健康の保持と生活支援の充実を図るために、

そのニーズ調査を実施いたしました。調査結果に基づきまして、夕食サービスの拡

充を検討してまいりたいと考えております。 

 （２）将来の天城町を託せる人材の教育 

 教育文化の町づくりにつきましては、「天城町教育大綱」に基づき、「ユイの

心」と「郷土愛」を持ち、世界雄飛と島担う将来の天城町を託せる人材育成に引き
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続き取り組んでまいります。 

 学校教育につきましては、人権尊重の理念を基盤とした、一人ひとりの児童生徒

を大切にする教育を実践してまいります。また、児童生徒による主体的・対話的学

びを通じて確かな学力を身につけることを目的とした「学習者主体の授業実現プロ

ジェクト」を推進するため、北中学校を町指定校に位置づけます。さらに、ＡＩド

リルの積極的な活用を図り、児童生徒一人ひとりの興味・関心等に応じた学びや家

庭学習を推進してまいります。 

 令和７年度より全ての小・中学校において、コミュニティ・スクール（学校運営

協議会制度）を導入いたします。学校と地域住民や保護者などが力を合わせ、地域

とともにある学校づくり、学校を核とした地域づくりを推進してまいります。 

 西阿木名小中学校の義務教育学校設置につきましては、開校に向けて令和６年度

は、説明会等を保護者や地域住民に実施してきました。新年度は、令和８年４月開

校に向けて教育課程の編成等、より具体的な内容を学校や地域住民と協議しながら

進めてまいります。 

 教職員の働き方改革につきましては、教員業務支援員（スクール・サポート・ス

タッフ）を継続配置し、教職員がゆとりを持ち児童生徒への直接的な指導に注力で

きるよう支援をしてまいります。また、教職員の資質向上を図るため、教育講演会

をはじめとする各種研修会を開催してまいります。 

 生徒指導につきましては、いじめ・不登校の未然防止に努めて、全ての児童生徒

が楽しく通える「魅力ある学校づくり」を推進するため、天城中学校を町のモデル

校に指定いたします。また、スクールカウンセラーの積極的な活用を図るなど、引

き続き児童生徒が安心して楽しく学べる環境を整えてまいります。 

 特別支援教育につきましては、公認心理師による知能検査の実施や、大島特別支

援学校徳之島分室のコーディネーター等との連携を強化し、相談体制のさらなる構

築に努めてまいります。また、Ｂ＆Ｇ海洋センター等の施設を利用した体験活動を

実施して、学校間の交流も深めてまいります。 

 英語教育につきましては、「天城町英語教育推進プラン」を基本にさらなる英語

力の向上へつなげてまいります。 

「われんきゃグローバルプロジェクト」につきましては、幼児を対象とした「えい

ごであそぼう」やアメリカ・カリフォルニア州へ中学生を派遣する天城町中学生海

外派遣事業を新年度も実施してまいります。令和６年度に設立いたしましたＡｍａ

ｇｉ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｌｕｂの活動におきましては、遊びながら楽しく英語に

触れるサマーキャンプ等のイベントや「まちなか留学」を引き続き実施し、英語の

好きな児童・生徒を育ててまいります。 
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 また、児童生徒の基礎学力の定着及び学習意欲の向上と保護者の経済的負担の軽

減を図るため、引き続き英語検定、漢字検定、数学・算数検定補助事業を実施して

まいります。 

 郷土教育につきましては、世界自然遺産学習「あまぎ学」や「われんきゃガイ

ド」の活動をさらに推進し、ふるさと天城に愛着や誇りを持つ児童生徒の育成に努

めてまいります。 

 新たな給食センターにつきましては、新年度建設に着手いたします。機能的かつ

快適な調理環境の下、安全・安心な給食を提供し、児童生徒の健全な心身を育んで

まいります。 

 山海留学制度につきましては、留学生の受入れにより学校や地域の活性化につな

げるための持続可能な取組であり、引き続き進めてまいりたいと考えております。 

 樟南第二高等学校の連携につきましては、高校生版エコツーリズム講座を受講し

た代表生徒２名が、昨年１２月に立教大学で行われた全国エコツーリズム学生シン

ポジウムにおいて発表を行うなど、取組の成果が現れつつあります。引き続き、高

校生版エコツーリズム講座の実施やごみ回収ボックスの製作などに取り組み、若い

世代の力を生かした地域づくりに努めてまいりたいと考えております。 

 社会教育につきましては、「地域おこしは集落おこしから」の観点で、自治公民

館長研修会等を充実させ、活動の支援を行ってまいります。また、地域課題の解決

やユイの精神、助け合いの心の醸成を図り、地域活性化に向けた各地区推進協議会

の取組を発表する「第３回天城町教育文化の町推進大会」を開催いたします。さら

に、結シアター手舞など子供たちの活躍を支援してまいります。 

 学びの場を提供して、キャリアアップ、生きがいづくりを図るため、生涯学習講

座の新規講座開設や「結さわやかくらす」の活動など、引き続き生涯学習活動の推

進に努めてまいります。また、引き続き放送大学授業単位取得助成事業を行い、町

民の学習意欲の向上及び経済的負担軽減を図ります。 

 文化芸術の取組につきましては、児童生徒を対象に「劇団四季公演」や「青少年

芸術鑑賞会」を開催いたします。また、引き続き全町民を対象に「霧島国際音楽祭

ｉｎ天城町」を開催するなど、文化芸術に触れ合う機会の創出に努めてまいります。 

 教科セミナーにつきましては、町内中学生学力向上に向けた環境づくりに努める

とともに、現役東大生を講師にオンラインを活用した東大ネットアカデミーを新年

度も実施いたします。 

 自主的学び応援事業につきましては、令和６年度から町出身者の方が運営されま

す宿泊施設の協力を頂き鹿児島市での学習塾夏季スクーリングに参加しております。

引き続き、自らの目標達成に向けてチャレンジする生徒の支援に努めてまいります。 
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 図書館につきましては、これからの時代の変化に合った情報を提供するため本の

選書・購入に努めてまいります。また、映画鑑賞会や読み聞かせなどを行う、“行

ってみたい図書館”づくりに努めてまいります。 

 社会体育につきましては、第６６回大島地区大会「卓球競技」「全空連空手道競

技」と第５２回大島地区スポーツ少年団競技別交歓大会「全空連空手道競技」が本

町開催予定となっておりますので、その受け入れ準備を進めてまいります。また、

新年度は「小出義雄メモリアルクロスカントリー大会」が２０回目を迎えます。節

目の大会として多くの方にご参加いただけるよう取り組んでまいります。引き続き、

町民一人ひとりの健康維持や体力増進を図るとともにスポーツの振興に努めてまい

ります。 

 Ｂ＆Ｇ海洋センターにつきましては、町内の児童生徒及び６５歳以上の高齢者を

対象に施設利用の無償化を実施しています。その結果、親子連れの利用者が増えて

きておりますので、さらなる利用者増を見据えたアクティビティを計画してまいり

ます。 

 プールにつきましては、Ｂ＆Ｇ財団の修繕助成を活用し、温水化や屋根及び外壁

全面改修を現在進めているところでございます。温水化により年間を通した利用が

できるようになります。引き続き、高齢者を対象とした各種運動教室の開催や幼稚

園・保育所・小学校と連携した水泳授業を継続するとともに、温水化を契機とした

さらなる利用促進に努めてまいります。 

 多目的艇庫につきましては、児童生徒の宿泊体験学習時のプログラムの受入れ、

水上アクティビティを通した青少年の健全育成、並びに町民の交流の場や観光拠点

として、その安全管理を徹底し、利用促進に努めてまいります。 

 ユイの館につきましては、郷土文化財保存と郷土文化資料の収集・展示のさらな

る充実を図ってまいります。夜光貝等を利用した親子工芸教室、郷土の自然のよさ

を知るバードウオッチングや三京林道ウォークをはじめとした観察会、文化・史跡

等を学ぶ講演会など町民誰もが参加できる学習機会を提供してまいります。 

 文化財保護につきましては、文化庁や県文化財課などの関係機関と連携して、下

原洞穴遺跡の国史跡への指定を目指してまいります。ウンブキ水中鍾乳洞遺跡につ

きましては、専門家とともに調査・保存方法の検討を進めてまいります。 

 また、今年は戦後８０年を迎えることから、講演会の実施や、戦争遺跡保存に向

けた現状調査を実施し、さきの大戦の記憶を次の世代へ語り継いでいくための情報

の発信を行ってまいります。 

 ４．時代に合ったまちづくり、安心したくらしを守る 

 （１）町民が安心して暮らせる環境の確保 
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 道路の整備につきましては、国庫補助事業の前野岡前横断線、平和東線及び名須

３号線の道路改良を継続して推進してまいります。平和東線につきましては、令和

７年度で事業完成の予定でございます。また、各集落からの要望箇所につきまして

は、集落環境整備事業にて対応してまいります。 

 また、追加要望しておりました過疎債を活用し、令和７年度の繰越事業として前

佐線、松原前野線、上達５号線の舗装修繕を行います。 

 道路メンテナンス事業につきましては、三京ダム大橋のほか５橋梁の点検業務を

行います。 

 舗装修繕事業につきましては、松原浅間海岸線、兼久当部線、当山２号線、畑尻

線、戸ノ木線、寺田線、屋戸久線、宇和良治２号線及び松原天城線を進めてまいり

ます。 

 県から委託を受けております県道管理につきましては、維持補修事業及び路傍樹

育成保全事業を継続して実施してまいります。 

 町営住宅管理につきましては、入居者の生活環境向上のため、その維持補修に努

めてまいります。また、令和６年度に引き続き住宅等ストック総合改善事業にて、

塩満団地２棟８戸のトイレの水洗化や外壁塗装を含めた改修を行います。 

 町営住宅整備につきましては、公営住宅建設事業として名須Ｃ団地に１棟２戸の

建設を進めてまいります。また、建て替え予定の兼久団地の１棟８戸及び新規建設

予定としております大津川木造住宅の１棟２戸の実施設計業務を進め、引き続き住

宅不足解消に努めてまいります。 

 公園整備事業につきましては、総合運動公園の園路照明のＬＥＤ化及び野球場内

野スタンドの改修を行ってまいります。 

 県が着手しております県道８３号線改良事業の早期完成、及び県道８０号線の整

備につきましては、引き続き粘り強く要望を続けてまいります。 

 町内の公衆用道路の所有権移転の未完了箇所の移転登記を行うことを目指し、山

田長満天城町公衆用道路整備基金を活用してその登記事務を進めてまいります。 

 防災対策につきましては、緊急防災・減災事業債を活用し、現在の天城町防災行

政無線設備を更新してまいります。頻発する自然災害等の発生を想定し、瞬時の情

報発信に努め、災害に強いまちを目指してまいります。 

 また、大規模自然災害に備え令和４年度より指定避難所の防風・防水対策、バリ

アフリー化などの機能強化を図る改修工事を実施してまいりました。新年度は、国

の令和６年度補正予算を活用して平土野児童館と浅間福祉館の２ヶ所の改修を行っ

てまいります。その他の指定避難所についても、年次的にその機能強化を図ってま

いります。 
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 令和６年元旦の能登半島沖地震を教訓に、昨年１２月に「能登半島地震に学ぶ」

と題しまして、被災地支援業務に携わった、ＮＰＯ法人ＴＭＡＴ事務局長と徳之島

徳洲会病院特定看護師を講師にお招きして、自主防災組織及び女性防火クラブ等を

対象に防災研修会を実施いたしました。その貴重な経験を基に、災害時の自助・共

助の重要性や避難所運営の工夫点についての活動報告があり、参加者の防災意識の

向上につながりました。 

 また、１月には総合防災訓練を開催し、避難行動や各集落での個別訓練、また行

政や各団体との連携訓練等、延べ７００人が参加したところでございます。 

 今後も引き続き防災研修会や訓練を重ね、防災力の強化並びに町民の防災意識向

上に努めてまいります。 

 防犯対策につきましては、町内に４基の防犯カメラと１９基の見守りカメラを設

置しております。引き続き、事故、行方不明捜索時の早期解決を図ってまいります。 

 交通安全対策につきましては、引き続き町内交通支部及び交通安全母の会、徳之

島警察署とともに交通ルールや交通マナーの啓発活動、並びに飲酒運転根絶運動を

積極的に実施し、違反、事故のない天城町を目指してまいります。 

 公共交通対策につきましては、徳之島地域公共交通活性化協議会において現在策

定中の「徳之島地域公共交通計画」に基づきまして、公共交通の空白地域の解消や

高齢者等の交通手段の確保など、徳之島地域の交通政策に関わる課題の解決に向け

た取組を進めてまいります。また、現在運行しております路線バスにつきましては、

近年車両の老朽化が著しく、故障による廃車も生じていることなどから、新年度に

おいては、車両購入の補助を行い、安定的な路線の運行維持に向けて取り組んでま

いります。 

 水道事業につきましては、計画的な施設の整備を進め、町内の水道事業基盤の強

化を図ってまいります。 

 新年度も引き続き、生活基盤近代化事業により、松原・南部地区の老朽化した配

水管、浄水場施設の更新に取り組んでまいります。 

 また、漏水調査対策として、デジタル技術衛星画像解析による漏水調査の結果に

基づきまして、順次その修繕を実施してまいります。 

 また、水質管理につきましては、近年、化学物質「ＰＦＡＳ（有機フッ素化合

物）」による、水道水の汚染が全国的に問題になっております。新年度は、水質検

査にてＰＦＡＳの検査も行い、安全な水道水の安定供給に努めてまいります。 

 公衆衛生につきましては、引き続き合併処理浄化槽設置整備事業を推進してまい

ります。現在、本町においては、合併処理浄化槽設置率が６０％となっております。

個人設置に加え、新年度から学校や町営住宅・教員住宅についても合併処理浄化槽
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への転換を進めてまいります。 

 廃棄物対策につきましては、生ごみ処理機購入費助成事業やコンポスト購入費助

成事業の実施、また小型家電・ペットボトルの無料回収を継続的に行うなど、ごみ

の減量化・資源化を図ってまいります。 

 海岸漂着物地域対策推進事業につきましては、世界自然遺産の島として、本町の

景観を守るべく自然環境の維持・保全に向け継続して取り組んでまいります。 

 不法投棄防止対策につきましては、定期的なパトロールや広報等による注意喚起

を強化してまいります。 

 徳之島愛ランドクリーンセンター新設につきましては、本町での新設に向けた基

本構想を令和６年度に策定し、新年度から徳之島愛ランド広域連合におきまして、

新設に向けた協議が開始できればと考えております。また、新施設建設町としてそ

の受入れ準備を進めてまいります。 

 （２）デジタル化の推進 

 あまぎ自然と伝統文化体験館内に、町民や観光客が天城町の魅力をいつでも体験

できるよう、デジタルコンテンツを「新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジ

タル実装型）」を活用して整備いたします。 

 公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）につきましては、機器の老朽化のため、新年度に

更新してまいります。災害時の情報インフラとして、また町民の皆様や観光客が利

用いただけるサービスとしてその維持管理に努めてまいります。 

 また、デジタル技術を身近に感じられるよう、デジタルコンテストやタイピング

バトルなど町民が参加できるデジタルイベントとして、「天城町デジタルの日」を

引き続き開催いたします。また、県の補助事業を活用した「ＷａｋｕＷａｋｕ ｅ

交流推進事業」にて、ｅスポーツの体験を通した世代間交流の促進を図り、デジタ

ルの力を活用した人生１００年時代の生きがい創出に努めてまいります。加えて、

令和６年度にデジタル技術の活用により利便性を図るため整備しました「書かない

窓口」のほか、コンビニ交付金や見守りタグなど既存のサービスの利用促進を図り、

誰一人取り残されない、人に優しいデジタル社会の実現に努めてまいります。 

 マイナンバーカードにつきましては、本町の取得率は１月末時点で８１．８％と

なっており、引き続き施設、個人宅訪問、そしてイベント時による出張申請受付等

の取組を強化し、取得率の向上に努めてまいります。 

 （３）脱炭素社会の形成 

 地球温暖化対策・脱炭素社会の形成につきましては、「天城町地球温暖化対策実

行計画（区域施策編）」に基づき、引き続き環境サミットを開催するなど、地球環

境保全に対する機運醸成に努めてまいります。また、家庭や地域でエアコンの使用
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を減らし、涼しい場所をみんなでシェアする取組「クールシェア」を推奨するため、

町内の公共施設を「クールシェアスポット」「クーリングシェルター」に位置づけ

るとともに、その普及啓発を図るための映画鑑賞会を開催するなど、エネルギー使

用量の低減を啓発してまいります。 

 （４）男女共同参画・ジェンダー平等の推進 

 男女共同参画・ジェンダー平等の推進につきましては、町民全体の男女共同参画

推進に関する機運醸成を図るため、各種研修会等の実施により、その普及・啓発に

努め、令和６年１０月１日に「ジェンダー平等推進のまち あまぎ」を宣言いたし

ました。この宣言の実現を図るためにロードマップを作成し、「誰もがこころ豊か

に笑顔で暮らせる町」となるよう、「第２次天城町男女共同参画基本計画」に基づ

き、その取組を進めてまいります。 

 （５）行財政改革の推進と職員の資質向上 

 行財政改革につきましては、「第３次天城町行政改革大綱」に基づき、事務事業

のさらなる改善や財政の健全化など、町民ニーズに対応した行政運営に努めてまい

ります。 

 税務行政につきましては、本町における厳しい財政状況を踏まえ、自主財源の確

保に向け安定的な税収確保に積極的に取り組んでいるところでございます。 

 近年は、町税等の徴収率も高まってきておりますが、さらなる徴収率の向上を目

指し、口座振替に加え、２４時間対応のコンビニ収納やＰａｙＰａｙ（ペイペイ）

等のスマホ決済サービスについて、引き続き推進してまいります。また、毎月１回

休日納付窓口の開設なども継続的に行ってまいります。 

 一方、税の公平性と適正な負担を図る観点から、法に基づく財産調査及び勤務先

への給与調査等を行い、その結果に基づき財産差押えも実施いたしますので、町民

の皆様のご理解をよろしくお願いいたします。 

 また、納税意識の醸成や徴収率向上を図る観点から、児童生徒を対象とした租税

教育や町税等優秀納税集落表彰を実施するとともに、税に関する様々な広報等に積

極的に取り組んでまいります。 

 職員の資質向上につきましては、１月に航空会社のキャビンアテンダントを講師

に招いた接遇研修会を開催するなど、様々な研修を実施してまいりました。引き続

き、「天城町人材育成方針」に基づきまして、国や県などへの職員派遣や、役職ご

とのスキルアップ研修、また外部講師を招聘した研修等も実施してまいります。 

 新年度も複雑多様化する行政課題や町民ニーズに的確に対応できるよう、引き続

き職員の資質向上に努めてまいります。 

 なお、今年は、５年に１度の国勢調査が実施されます。国はもちろん、本町にお
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いても法定人口や行政施策の基礎データとなる大変重要な調査でございます。町民

の皆様の国勢調査へのご理解、ご協力をお願いいたします。 

 以上、町政運営の基本方針と施策の概要を申し上げました。 

 今後も町民の皆様と共に働き、健全な町政運営に取り組んでまいりますので、ご

理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 次に、令和７年度予算案の概要について申し上げます。 

 予算案の概要 

天城町の各会計の新年度予算額につきましては、一般会計は、対前年度比２３．

９％増の８２億８１９万６千円、国民健康保険事業特別会計は、対前年度比２．

２％減の９億４千５４９万６千円、介護保険事業特別会計は、対前年度比１．６％

増の８億４千９９６万円、後期高齢者医療事業特別会計は、対前年度比０．７％減

の９千５４８万６千円、徳之島ダム小水力発電特別会計は、対前年比３．９％増の

６千５１３万円、水道事業会計は対前年度比２０．５％減の５億５千６７２万２千

円となっております。 

 一般会計と特別会計、公営企業会計を合わせた予算の総額は１０７億３千９９万

円、対前年度比１５．４％増の１４億３千２２２万の増額となっております。 

 それでは、一般会計当初予算の概要につきましてご説明申し上げます。 

 歳入。町税につきましては、対前年比５．０％増の４億１千６９５万４千円、地

方譲与税につきましては、対前年比４．４％増の７千５９４万１千円となっており

ます。 

 利子割交付金などの交付金につきましては、これまでの実績等を踏まえそれぞれ

計上してございます。 

 地方交付税につきましては、国の総額は対前年度比１．６％の増加となっている

ものの、昨年の実績などを考慮して、対前年度比０．６％増の３２億５千７０３万

２千円を見込んでおります。 

 分担金及び負担金につきましては、農林水産業費負担金の増などにより対前年度

比４．９％増の５千８２万９千円、使用料及び手数料につきましては、対前年度比

２％増の１億１千１０９万３千円となっております。 

 国庫支出金につきましては、デジタル基盤改革支援事業補助などにより、対前年

度比８．３％増の７億９千１３８万７千円、県支出金につきましては、奄美群島成

長戦略推進交付金を活用した事業費の増により対前年度比３７．３％増の７億１千

２２１万１千円となっております。 

 財産収入につきましては、国債運用などにより対前年度比３．２％増の４千

１１９万７千円、寄附金につきましては前年度の実績等を踏まえ、１億３００万
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１千円を計上しております。 

 繰入金につきましては、公営住宅建設事業費などの財源として、天城町公共施設

整備基金より２億３千８７０万円、新給食センター整備事業費の財源として、天城

町学校施設整備基金より１億５千７００万円、さらに財政需要に対処するため財政

調整基金より２億４千３１３万６千円などの繰入れを行います。 

 繰越金につきましては５千万円、諸収入につきましては一般職退手組合負担金清

算金などを計上し、対前年度比１．４％増の１億４千５４３万２千円を計上してお

ります。 

 町債につきましては、ハード事業に１３億８千６３０万円、産業振興・福祉向

上・教育振興などのソフト事業に９千４０万円を計上し、対前年度比１３８．９％

増の１４億７千６７０万円の起債を予定しております。 

 歳出でございます。 

 議会費につきましては、対前年度比１．３％増の９千４９３万１千円を計上して

おります。 

 総務費につきましては、自治体システムの標準化・共通化のための経費などによ

り、対前年度比４．４％増の１２億１千７３３万３千円の計上となっております。 

 民生費につきましては、社会福祉費、児童福祉費ともに増額で、対前年度比１．

２％増の１３億１千１８１万６千円となっております。 

 衛生費につきましては、徳之島愛ランド広域連合負担金の増などにより対前年度

比１４．３％増の６億２千６８８万５千円となっております。 

 農林水産業費につきましては、対前年度比３．７％増の７億８千３５０万１千円

となっております。 

 商工費につきましては、あまぎ自然と伝統文化体験館整備事業費の計上により、

対前年度比２９５．６％増の４億８千６４３万円となっております。 

 土木費につきましては、道路メンテナンス事業費や地方改善施設整備事業費の減

などにより、対前年度比１２．４％減の７億１千３７４万８千円の計上となってお

ります。 

 消防費につきましては、防災行政無線再整備事業費などの計上により、対前年度

比２３８．７％増の９億８６７万８千円となっております。 

 教育費につきましては、新給食センター整備事業費などを計上し、対前年度比

６１．８％増の１２億４千８０万２千円の計上となっております。 

 災害復旧費につきましては、１千１４５万１千円、公債費につきましては、８億

９１０万円、諸支出金につきましては、５２万１千円、予備費としまして３００万

円を計上しております。 
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 以上、一般会計の予算の概要について申し上げましたが、天城町に住んでよかっ

たと感じられる、また、未来へ向けて持続的に発展する、その好循環を生み出すと

いう考え方の下、「ＡＭＡＧＩ─ＶＩＳＩＯＮ」の前期基本計画の最終年度として

この総仕上げを行うべく予算を編成したところでございます。 

 重ねてではございますが、議員各位及び町民の皆様のご理解とご協力を賜りたい

と存じます。 

 以上で私の施政方針及び令和７年度の予算の概要の説明を終わらせていただきま

す。 

 ありがとうございました。よろしくお願いいたします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、令和７年度施政方針の説明を終わります。 

 しばらく休憩します。再開は１１時３０分より行います。 

休憩 午前１１時２０分 

─────────── 

再開 午前１１時３２分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

△ 日程第５ 一般質問 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第５、一般質問を行います。 

 議席番号６番、奥好生議員の一般質問を許します。 

○６番（奥 好生議員）   

 議場の皆様、また、ＡＹＴテレビをご覧の町民の皆様、おはようございます。議

席番号６番、奥好生でございます。本日、最初の一般質問でございます。令和７年

が町民の皆様にとってすばらしい年になりますよう、心から願います。また、農家

の皆様におかれましては、島の経済を支えるさとうきびやばれいしょの収穫、収穫

後の切畑の管理作業や春植作業など１年で最もお忙しい時期を迎えておりますが、

けがや事故などがないようにお気をつけて頑張っていただきたいと思います。 

 それでは、議長の許可を頂きましたので、早速、通告に従いまして一般質問をい

たします。 

 １項目め、行財政改革について。 

 １点目、令和６年度中の成果と今後の課題について。２点目、規則・要綱等の見
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直しはなされているか。 

 ２項目め、町民への行政サービスについて。 

 １点目、非農地証明手数料について。２点目、戸籍の第三者請求について。３点

目、町民との信頼・協働の関係が築かれているか。 

 ３項目め、町内のインターネット環境について。 

 １点目、各行政施設・集落公民館等のＷｉ─Ｆｉの利便性について。 

 ４項目め、道路整備について。 

 １点目、製糖時期における農道・町道整備の予算について。 

 ５項目め、農政について。 

 １点目、本町の農業の未来に夢が持てる、儲かる農業を目指す「新農業ビジョ

ン」作成について。 

 ６項目め、住宅政策について。 

 １点目、町営住宅の修繕・改築・新築等の計画について。 

 ７項目め、教育行政について。 

 １点目、西阿木名小・中学校の義務教育学校導入について。２点目、学校運営場

議会制度（コミュニティ・スクール）の導入について。３点目、徳之島高校バス通

学支援補助について。４点目、子育て世帯への兼久小学校校庭の無料開放について。 

５点目、教科セミナー（小学生対象）について。 

 以上、７項目１４点について執行部の町民目線に立った明確な答弁をお願いいた

しまして、１回目の質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、奥議員のご質問にお答えしてまいります。 

 １項目め、行財政改革について。 

 その１、令和６年度中の成果と今後の課題についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 行財政改革につきましては、私どもは第３次天城町集中改革プランに基づいて取

り組んでいるところでございます。 

 令和６年度、課長で構成します天城町行財政改革推進本部会議におきまして、令

和５年度の自己評価、また検証を、今、行っているところでございます。集中改革

プランの中には２９項目がありますが、その中で３項目については、前回の検証時

点より改善したという検証結果が出ております。また、職員用のビジネスチャット、

また勤怠管理システム、これは、いわゆる出勤表ですけども、勤怠管理システムの
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活用によるペーパーレス化、また外部講師による職員向けの研修会などを令和６年

度は１１回開催いたしまして、職員の資質の向上に取り組んでまいりました。 

 引き続き、また業務に応じた組織づくり、人員配置、また女性職員の管理職への

登用など、また公共施設の管理、財源の適切な運用など様々な課題がございますけ

れども、その行政サービスがしっかりと提供できるように行財政改革には取り組ん

でまいりたいと考えております。 

 行財政改革について。 

 その２項目め、規則・要綱等の見直しはなされているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 規則及び要綱等の見直しにつきましては、制度の改正等があった場合は随時、そ

の更新を行っているところでございます。また、これまでできております規則・要

綱等について現状との整合性が取れているかなども精査しながら見直しを行ってま

いりたいと考えております。 

 ２項目め、町民への行政サービスについて。 

 その１、非農地証明手数料についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 非農地証明手数料につきましては、天城町手数料条例の中で定められております

が、平成１２年に制定されて以来、改定はなされていないところでございます。 

 非農地証明手数料につきまして、県内でもその手数料につきましては、ばらつき

が見られますが、近年有料化で実施している自治体もある一方、群島内においても

無料で発行している自治体も多く見られるところでもございます。 

 本町におきましても、ほかの証明手数料等とも勘案しつつ、町民の皆様の負担軽

減を図る観点からその見直しを行ってまいりたいと考えております。 

 町民への行政サービスについて。 

 その２、戸籍の第三者請求についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 戸籍の交付請求の中で、戸籍に記載されている者以外の者、いわゆる第三者は、

３つの点を考慮しておりますが、その１つが、自己の権利を行使し、または自己の

義務を履行するために戸籍の記載事項を確認する必要がある場合ということ、それ

から２項目めが、国または地方公共団体の機関に提出をする必要がある場合、３点

目が、その他戸籍の記載事項を利用する正当な理由がある場合に、その理由等を明

らかにすることで、いわゆる戸籍の第三者請求をすることができるとなっておりま

す。 

 本町におきましても、第三者による戸籍の請求がございますが、その理由等を確
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認した上で交付をしているところでございます。 

 中には、その請求理由において、冒頭申し上げました３つの項目の中でその判断

に迷う場合もある第三者請求がある場合には、法務局に相談して対応しているとこ

ろでございます。 

 町民への行政サービスについて。 

 その３、町民との信頼・協働の関係が築かれているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 町民の皆様との信頼関係を構築していくために行政は、広く町民の意思を反映し

た行政運営を行うことが必要でございます。 

 そのため、「むーるし語ろう会」などによる町民との対話を通じて集落や個人の

意見のほか、提案やニーズを把握してその課題解決に取り組んでいるところでござ

います。 

 また、常日頃より職員には集落行事への積極的な参加についても指導しておりま

す。 

 引き続き、町民の視点に立ち、また高い倫理観の下に公正かつ誠実に職務が遂行

できる、そのような職員の育成に取り組むことが町民との信頼・協働の関係が構築

されるものと考えております。 

 ３項目め、町内のインターネット環境について。 

 その１、各行政施設・集落公民館等のＷｉ─Ｆｉの利便性についてということで

ございます。 

 お答えいたします。 

 公衆無線ＬＡＮサービス、ａｍａｇｉ─ＦｒｅｅＷｉ─Ｆｉは、平成２８年度及

び平成３０年度に、総務省の公衆無線ＬＡＮ環境整備支援事業を活用して、町内

３６ヶ所に整備をしたところでございます。 

 地方公共団体が整備する公共Ｗｉ─Ｆｉとして、セキュリティー対策や安全面に

配慮した運営に心がけているため、接続にはメールアドレス等の入力が必須となっ

ております。 

 このため、接続しにくいといった声が寄せられることもございますが、安全面の

措置でもあり、ご利用される方にはご理解を頂きたいと、そのように考えておりま

す。 

 なお、機器の老朽化に伴いまして、令和７年度中での機器の更新を行う予定とし

ております。 

 今後も、公衆無線ＬＡＮサービスを安全かつ安定的に提供できるように努めてま

いりたいと考えております。 
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 ４項目め、道路整備についてということでございます。 

 その１、製糖時期における農道・町道整備の予算についてでございます。 

 道路整備の予算につきましては、必要になる人件費、消耗品費、燃料費、また使

用する重機のメンテナンス代などそのような必要な予算を確保して、町道・農道の

整備に努めているところでございます。 

 特に、製糖時期はサトウキビ運搬トラックの往来が多くなる等がございますので、

道路の雑木の伐採なども併せて行っているところでございます。 

 コーラル舗装の要望も多くなりますので、そのコーラルを購入するための予算も

措置して対応しているところでございます。 

 ５項目め、農政について。 

 その１、本町の農業の未来に夢が持てる、儲かる農業を目指す「新農業ビジョ

ン」の作成についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 現行の第３次天城町農業ビジョンが令和７年度までとなっておりますので、令和

７年度中に、また令和８年度から向こう５年間の計画を策定したいと考えておりま

す。 

 昨今の世界情勢で燃油ですとか、肥料・飼料等生産資材の高止まりが依然として

続いて農業経営を大きく圧迫している中で、持続可能で発展的な農業を実現するた

めの具体的な方針を定めて、そこに向けて関係機関が一体となって稼ぐ力の向上に

つながる計画の策定に取り組んでいきたいと考えております。 

 ６項目、住宅政策について。 

 その１、町営住宅の修繕・改修・新築等の計画についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 町営住宅の整備につきましては、天城町長寿命化計画に基づきその事業を進めて

いるところでございます。 

 今の計画では、令和７年度に名須Ｃ団地１棟２戸の建て替え事業を進めておりま

す。また、令和８年度には、兼久団地１棟８戸の建て替えと新規で大津川木造住宅

１棟２戸の建設を計画しているところでもございます。また、塩満団地の改修事業

も現在行っておりまして、令和５年度から令和８年度まで毎年８戸の改修を行って、

４年間で合計３２戸の改修された住宅を、現在希望する皆様に提供していきたいと

考えております。 

 ７項目めの教育行政につきましては、教育長のほうからお答えいたします。 

 以上、奥議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   
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 次に、教育関係の質問に対し答弁を求めます。院田教育長。 

○院田 裕一教育長   

 皆様、きゅーうがめーら、また今年もよろしくお願いいたします。 

 それでは、奥議員のご質問にお答えいたします。 

 ７項目めの教育行政についてでございます。 

 その１点目、西阿木名小・中学校の義務教育学校導入についてでございます。 

 お答えいたします。 

 西阿木名小・中学校及び三京分校の義務教育学校導入につきましては、令和８年

度の開校を目指し、現在、地域や保護者への説明等もほぼ終わったところでござい

ます。令和７年度は、具体的な諸課題等の解決と並行して、法的な手続を進めてい

きたいと思っております。議会の皆様のご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げ

ます。 

 次に、２点目の学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の導入について

でございます。 

 お答えいたします。 

 令和７年度から町内で全ての小中学校において学校運営協議会制度を導入し、コ

ミュニティ・スクールをスタートさせます。 

 これは、学校と地域が相互に連携・協働し、地域とともにある学校づくり、学校

を核とした地域づくりを進め、今まで以上に学校と地域が一体となって学校運営に

取り組むものでございます。現在、各学校では具体的なテーマや学校運営協議会委

員の人選を行っているところでございます。 

 その３点目、徳之島高校バス通学支援補助についてでございます。 

 お答えいたします。 

 徳之島高校バス通学支援補助につきましては、現状課題の把握と今後の対応策の

ため、昨年１０月１５日に本町出身の徳之島高校の生徒たちに直接話を聞くなど、

バス通学以外の生徒にも経済的負担を減らすために支援ができないか検討してまい

りました。その中で、公共交通機関の利用活性化、バス回数券の利用促進ができな

いか、また徳之島高校以外の高校に通学する生徒への支援はどうするか、平等性を

持って支援をする必要があるのではという課題が出てきました。徳之島高校バス通

学支援補助につきましては、公共交通機関であるバス利用促進に力を入れながら課

題を改めて検討してまいります。 

 次に４点目、子育て世帯への兼久小学校校庭の無料開放についてでございます。 

 お答えいたします。 

 現在、本町におきましては、町民のスポーツ活動やレクリエーション活動の場と
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して学校施設の校庭等の開放を実施しているところでございます。 

 教育行政の５点目、教科セミナー（小学生対象）についてでございます。お答え

いたします。 

 教科セミナーは、児童・生徒の学力向上を目的に、平成４年度から３３年間継続

して取り組んでいる事業でございます。 

 小学生を対象にした教科セミナーは、令和５年度までは実施しておりましたが、

小学生の学力はほぼ安定していることや、スポーツ少年団活動及び習い事などによ

る参加者が少ないこと、それ以上に中学生の学力向上が本町の大きな課題となって

いたことなどから、今年度から中学生に絞り込んで教科セミナーを実施していると

ころです。 

 新年度も引き続き、中学生の学力向上に向けた環境づくりに努めてまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○６番（奥 好生議員）   

 答弁ありがとうございました。 

 それでは、これから具体的なご質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、１項目めの行財政改革についてでございますが、行財政改革を進めるに当

たって、５つの会議があります。１つは、天城町行政改革推進委員会、２つ目に、

天城町行政改革推進本部会、３つ目、天城町行政改革懇談会、４つ目、天城町行政

改革プロジェクトチーム会、５つ目、天城町事務改善委員会、この５つの会議が、

令和６年度何回ほどされたか、まずお尋ねいたします。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 行財政改革に係る会議実施についてであります。 

 今年度につきましては、昨年１２月に行政改革推進本部会を１回開催しておりま

す。その後の委員会、上部組織になりますが、民間の方々も交えた委員会について

は、今まだ開催には至っていないところであります。 

 また、残りの懇談会であったり、プロジェクト会議についても現在のところは開

催されておりません。 

○６番（奥 好生議員）   

 次、令和６年度の行財政改革、施政方針の中では預貯金、土地などの財産差押え

も積極的に実施することといたします。今年の令和７年度の、先ほど町長が説明が

ございました行財政改革施政方針の方針では、法に基づく財産調査及び勤務先への

給与調査等を行い、その結果に基づき財産差押えも実施いたしますとなっておりま
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す。令和６年度の今日現在の財産差押えの件数は何件でしょうか、お尋ねします。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 すいません、ちょっと今手元に資料がないので、また後ほど資料で確認したいと

思います。 

○６番（奥 好生議員）   

 これはそちらの課においては、これ一番重要な、税の徴収ということで、一番大

事な業務だと思いますけども、その中で財産差押えが何件あるかということが把握

されていないということですね。仕事に真剣に取り組んでいるか、いないかという

ことの結果の表れでもないかと思うんですよね。後で、今日の一般質問の時間内で

も結構ですので、ゼロ件なのか、１件なのか、２件なのか、しっかりした説明をお

願いいたします。 

 もう一つ、お尋ねします。（「ちょっといいですか。聞きたいことをちゃんと横

に出さなね。大まかにしたら、これ、誰も答えることできないよ。聞きたいことを

出して、具体的に言えばこの回答をもらえると思うけど。要はこういう中身出した

ら、みんなちょっと、課長のほか、みんな答えないとできないはずよ」と呼ぶ者多

し）日頃の仕事の中でのことですよ。（「いや、それは分かるけど、」と呼ぶ者多

し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。（「もう一点だけ、質問はちゃんと具体的にね」と呼ぶ者

多し） 

○６番（奥 好生議員）   

 細かく言わないと、課長は答弁できないってことですか。（「みんなこれできな

いよ、みんなは」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 １時より再開したいと思います。 

休憩 午前１１時５６分 

─────────── 

再開 午後 １時００分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 髙くらしと税務課長。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 先ほどは失礼いたしました。 
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 財産差押えの件数につきましては２件、金額におきましては３万９２７円となっ

ております。 

○６番（奥 好生議員）   

 はい、よく分かりました。税の公平性に向けて、しっかり今後も頑張っていただ

きたいと思います。 

 それから、課長、局長の皆さん方にちょっと、質問する前に話しておきますけど

も、町長が施政方針を先ほど述べました。施政方針については各課それぞれが見て

いると思います。町長の補助機関が皆さん、課長、局長さん方ですよね。施政方針

についての、ある程度の基本的な資料ぐらいは議場に持ってきて、すぐ答えられる

ような体制は取っておくべきだと思いますので、今後、ぜひそのような形に取って

いただきたいと思います。 

 続きまして、２点目の規則・要綱等の見直しはなされているかについてでござい

ますが、先ほど町長の施政方針の中じゃなくて私の答弁ですかね、過去、役場は出

勤したときにタイムレコーダーに押してやっていました。最近、いつ頃かは分かり

ませんけども、今、ＩＣレコーダーか何かで記録されていると思いますが、天城町

の処務規則第１５条、職員は勤務時間を厳守し、登庁のときはタイムレコーダーに

よる出勤表に自らその時刻を記録しなければならないというふうに処務規則でうた

われておりますけども、その処務規則が、私が見た限りでは改正がされていないと

思うんですけども、総務課長、どうでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 議員のおっしゃるとおり、今現在、処務規則の中にはタイムレコーダーにより出

勤簿を打刻するということが載っかっております。 

 今現在、令和６年の４月から退勤管理システムなるものを入れまして、チップで

読み取って、それが出勤簿に当たるということで、今、変えております。これにつ

きましても、早急にそのような形に、この処務規則のほうも改正したいと考えてお

ります。 

○６番（奥 好生議員）   

 もう一つ、課長、局長の皆様方にお話ししておきますけども、私が一般質問する

ことについては３ヶ月前、半年前、あるいは１年前から指摘をして、直してくださ

いとお願いしている事項ばかりでございますので、それを本会議場でこういったこ

とにならないように、しっかりと自分の仕事については真剣に取り組んでいただき

たいと思います。 

 次に、天城町補助金等交付規則というのがありまして、たまたま気がついて、農
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政課にも総務課長にも伝えておりましたけども、非常にいい事業でありますよ。天

城町われんきゃファーマー育成事業、地産地消、食育推進実施補助金等交付要綱と

いうのをつくってあります。事業実施対象者は、天城町内の保育所、幼稚園、小中

学校並びに樟南第二高等学校とし、そのうちの補助金交付対象者は天城町内の小中

学校並びに樟南第二高等学校とするというふうになっていますけども、天城町の補

助金交付規則では、この規則において「補助金等」とは、町が町以外の者に対して

交付する次に掲げるものをいうとなっていますけども、今、これについては対応さ

れていますでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 ただいま、実施補助金等交付要綱は廃止、実施要綱は補助金のところを消耗品費

と書いて、今、起案で決裁をもらっているところでございます。 

 以上です。 

○６番（奥 好生議員）   

 非常にいい事業でありますので、予算の執行の仕方について気をつけていただき

たいと思います。 

 続きまして、教育委員会のほうなんですけども、これについても１年前から話し

てありますけども、教育長と総務課長にお尋ねしますけども、連帯保証人と保証人

について何回も指摘をしているんですけども、連帯保証人と保証人の違いについて

分かっている範囲内でお願いします。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 天城町の規則のほうで、育英奨学金のほうで連帯保証人と保証人となっておりま

すけれども、親のほうが連帯保証人で強制力を持っていると、あと、保証人となっ

ていると、表現があれですけども、何かしらの理由があったときに返さないでよい

というようになっておりますけれども、ここを統一しなさいということでお話を頂

きました。ここにつきましても早急に直していきたいと思います。 

○６番（奥 好生議員）   

 連帯保証人と保証人の違いは、非常に大きな差があるわけですよね。それはご存

じですよね、教育長も。そういった中で、天城町の育英奨学基金の貸与条例施行規

則と上原勇一郎の基金の貸付人も、条文と様式のところが全く違っているんですよ

ね。それも１年前に指摘しましたよね。早い時期に、次の６月議会あたりまでには

整理していただきたいと思います。 

 続きまして、天城町の農業委員会事務局設置規則、これについてはもう、前の前
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の前の局長ぐらいのときから指摘をしておりましたけども、平成１１年の農業委員

会等に関する法律の改正によって、事務局に置く職員の農地主事のところが、国の

ほうでも廃止を、必置義務はなくなっておりますけど、これを削除するようにずっ

と言っていましたけども、今の局長、事務処理どうなっていますでしょうか。 

○廻 美沙農業委員会事務局長   

 お答えをいたします。 

 天城町農業委員会事務局設置規則の改正につきましては、現在、処理を進めてい

るところでございます。ご指摘のありました、農地主事等の設置義務が撤廃された

職種の削除、修正、それから事務分掌等も変更された文言等がありましたので、そ

ちらも含めて、今、処理を進めているところでございます。年度内には手続を完了

させるように進めてまいりたいと思います。 

○６番（奥 好生議員）   

 続きまして、これ申し訳ないんですけど、議会事務局長にも関係することなんで

すけども、天城町議会における情報通信機器の使用に関する規程というのが、昨年

の１１月ぐらいに掲示板のほうに告示されました。そのときの告示した当人は天城

町長森田弘光となっていましたので、総務課長補佐に、これはおかしいんじゃない

のと、議会事務局のことですので議長名義でやるべきじゃないのということで、市

町村課にも聞いて指導を受けてくださいと言ったんですけども、その後、何の回答

もなかったんですけども。 

 それはそれとして、昨年から役場の執行部のほうでは管理職全てにタブレット端

末を貸与してあるんですけども、これの設置規程がなされていないと思うんですけ

ども、どうでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 執行部側というか、課長の皆様と、また特別職の方々に、今現在タブレット端末

を貸与してきております。ペーパーレス化とか、また行財政改革の一端にもなるん

ですけれども、そういった観点で取り組んでいるところでございます。 

 ご質問の件ですが、いまだ取扱要綱なるものはまだ策定できておりません。これ

につきましても、早急にちゃんと定めていきたいというふうに考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 これも調べてみると、町のタブレット端末機取扱規程、端末機の管理、あるいは

端末機の貸与、あるいは端末機の使用範囲、そして、こういうことには使っていけ

ないよという使用者の禁止事項というのを定められた規程をつくってあります。議

会においても、そういった形の規程が定められているわけなんですけども、今現在、
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告示された内容を見てみますと、多分、執行部、町側から議員さんに貸与されるは

ずなんですけども、さらに議長の許可を取るものとするとなっているんですけれど

も。ほかの市町村の自治体は、貸与されたものについては許可を取る必要がないと

いうふうにうたわれていますので、そこら辺、局長、今後どのようにされますか。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 暫時休憩します。 

休憩 午後 １時１０分 

─────────── 

再開 午後 １時１１分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 奥議員。 

○６番（奥 好生議員）   

 先ほどの教育委員会への質問の中で、夢と希望の上原勇一郎奨学資金貸与条例施

行規則というふうに正式に申し上げなかったところはおわびしたいと思います。 

 それから、議会事務局長への質問については総務課長のほうに改めて、今後、総

務課のほうと議会事務局のほうとの整合性を取っていただきたいと思いますけども、

どうでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 先ほど、我々執行部側のタブレットについては取扱規則なりを定めてまいります。

その後、またこの本会議場で使う、使用できるっていうことをしっかりと議会側と

協議をした後に、そういったやり取りがあるんであれば、文書でしっかりと交わし

た上で本会議場に持ち込んでいいということを、今後確認していきたいというふう

に思っております。 

○６番（奥 好生議員）   

 規定は定める予定でしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 執行部側のタブレット、また議会側のタブレットについても取扱い、それぞれの

取扱規定は設ける必要があると思っております。また、議場で使用できる、できな

いというものについてもしっかりと、これは議会の会議規則か何か分かりませんけ

れども、そういったものに定める必要はあるというふうに考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 総務課のほうには行政係、いわゆる法制事務担当する職員もいますので、そこら
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あたり今後間違いがないようにしっかりと、役場全体の研修あたりもしっかりとし

ていただきたいと思います。 

 続きまして、２項目め。町民への行政サービスについて。 

 １点目の非農地証明手数料についてでございますが、農地法第３条、第４条、第

５条許可の手数料については、たしか無料で証明書を発行していると思います。し

かしながら、非農地証明手数料は１件につき４千円を農業委員会のほうが手数料条

例に基づいて取っておりますけども、昨今、全国的にそういった高いところはあり

ません。無料もしくは２００円、３００円になっております。今後の対応について

お伺いします。 

○廻 美沙農業委員会事務局長   

 お答えをいたします。 

 確かに、議員のおっしゃるとおり全国的に見ましても少し高い設定になっている

のかなと思っているところでございます。今後につきましては、手数料を設定する

かどうかについても精査を行いつつ、調査審議機関である農業委員会の皆様の意見

をいただきながら議論を進めてまいりたいと考えております。 

 また、手数料を変更するためには条例改正が必要となりますので、また議員の皆

様方にもご審議いただくことになります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○６番（奥 好生議員）   

 ２点目の戸籍の第三者請求について、質問させていただきますけども、先ほど町

長のほうから説明がありました。私のほうから確認のために１つだけお聞きしたい

と思います。 

 第三者請求についてですけども、本人が来た場合、また本人以外が来た場合の対

応の仕方についてお願いします。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 まず、戸籍法第１０条のほうにありますけれども、本人が請求する場合につきま

しては、本人の身元が証明できるものがあれば、特に請求の理由を明らかにする必

要はないとなっております。 

 ただ、第三者請求につきましては、先ほど町長が言いましたけれども、３つの場

合については、その理由等を明らかにして請求することができるというふうになっ

ております。 

○６番（奥 好生議員）   

 具体的な例をちょっと調べましたので、そこについてお尋ねします。 

 例えば、兄弟が死亡し、その財産を相続する際に被相続人の戸籍を取得する必要
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がある場合など、直系尊属または直系卑属に当たらない者が、その権利行使に戸籍

理由が必要な場合に適用できるとなっています。この場合については委任状は要ら

ないとなっているんですけども、課長としての認識はどうでしょうか。委任状が要

らないとなっておりますけど、分からなければ分からない、後で確認取ってくださ

い。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 すいません、ちょっと今、話の内容がちょっと分かりづらかったんですけれども、

委任状については必要ないかと思われます。 

○６番（奥 好生議員）   

 確かにそうなっています。委任状は要らないです。債務者が死亡してしまった場

合に、その貸付金を回収するために債務者の相続人を調査する必要がある場合など

も、その事実を証明することで戸籍抄本等を取得することができます。その際も証

明さえできれば委任状は要らないとかなってますので、ぜひ、そのように行政サー

ビスをお願いいたします。 

 続きまして、３点目。町民との信頼、協働の関係が築かれているかについてでご

ざいますけども、相談事や知りたいことをお願いするとスピード感を持って気持ち

よく対応、処理をしてくださる職員がおります。このような職員ばかりだと町の将

来のことも期待はできるんですけども、中には対応が遅く、これが職員かなと思わ

れるような職員もおります。対応が遅いということですね。 

 本町の基幹産業は、さとうきび、畜産、園芸、果樹などであり、農業を中心とし

た町であります。農政課は、さとうきび農家、果樹農家、畜産農家、園芸農家など

の畑や畜舎などの現場を定期的に見に行く。農地整備課、建設課は、農道、町道の

定期的な点検。教育文化のまちを掲げている教育委員会は、校長室で校長の説明を

聞くのがほとんど趣旨、大きな内容となっていると思いますけども、その後、各学

校、幼稚園の校舎や校庭など敷地全体、隅々まで定期的に点検をする。くらしと税

務課は、各集落、ごみステーションや不法投棄箇所を定期的に点検するなど、町民

と直接、間接的に関わりのある施設や現場の視察を定期的に行って町民との信頼関

係、協働の立場に立った仕事をやるべきだと思いますが、総務課長、副町長は、毎

週行っている課長会等でもチェックをしていると思いますけども、今後もそのよう

にやっていただけるものかどうか、お尋ねします。 

○祷 清次郎副町長   

 職員の職責等について、これまでもこの本会議の中でお答えしてまいりました。

全体の奉仕者として、町民の福祉の向上のために務めなければならないと認識して

おりますし、そのために職員の資質向上を図ってまいっておりますので、随時、必
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要に応じて指導してまいります。 

○６番（奥 好生議員）   

 天城町教育振興計画の中に、「ユイの心と郷土愛を持ち、島担うひとづくり」と

いう言葉がございます。これは学校の児童生徒だけでなく、町民、また役場職員に

ついても言えることだと思います。職員が役場全体の中でお互いに助け合ったり、

協力し合ったり、間違いを正したり、そういったことができるような職員の育成を

お願いしたいと思いますが、これについては町長のお考えをお尋ねします。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 私は、施政方針の中でも申し上げました、私と職員との３つの約束ということを

掲げております。やっぱり、その３つの約束をお互い職員がしっかりと実行してい

くということが町民との信頼関係、そしてまた、町民の皆さん方から信頼される役

場職員になるものだと私は考えております。今、議員のおっしゃっているようなこ

とにつきましては、なかなか、言うは易し行うは難しというところもあるんですけ

ど、一歩一歩しっかりと実行に移すことができればと思っております。 

○６番（奥 好生議員）   

 続きまして、３項目めの町内のインターネット環境についてでございますけども、

各行政施設、集落公民館とのＷｉ─Ｆｉの利便性についてでございますけども、先

ほど３６ヶ所あるというような答弁がありましたけども、なかなか、町民は公民館

等辺りでＷｉ─Ｆｉを使いたい、例えばデータ量の不足でＷｉ─Ｆｉを使えば通話

量が無料になるわけですので使いたいけども、なかなか使い方が難しくて使えない、

そういったことがありまして、１回、夕方、天城集落で老人会の会議があったとき

に、なかなかタブレットをつながらなかったものだから、たまたま役場に担当の方

がおりまして、呼んでつないでもらったんですけども、今、スマホはｉＰｈｏｎｅ

とＡｎｄｒｏｉｄとか２種類、あとまた中国のがあるんですけども、それについて

は１つは分かってましたけど、１つは分からないということでしたので、できれば

役場職員の中に何名かそういった専門家に近いような、使いこなせるような職員を

育てて、各集落で、高齢者向けでもいいですけども、希望者を募って講習会あたり

をしていただきたいと思いますけども。 

 私は、以前、企画課長のときに自分が担当者となって、パソコンも補助事業で

１５台ぐらい買って、シニア向けのパソコン教室というのを開いた経験があるんで

すよね。だから、やろうと思えばすぐできることなんですけども、これは企画財政

課になりますかね、総務課ですか。総務課長お願いします。 

○福 健吉郎総務課長   



－40－   

 お答えいたします。 

 今、３６ヶ所設置してありますが、確かに議員がおっしゃるとおり、また、町民

の皆様からもちょっとこの接続はしにくいという声は聞いているところでございま

す。しかしながら、セキュリティ面とか安全性を担保する上では必要な手続と接続

方法だというふうに感じております。 

 また、整備当初、公民館なり、そこに手順書マニュアルを設置してありましたが、

それも今ちょっとどこに行ってるか分からない集落もあると、場所もあると、これ

屋外も含めてです。そういうこともありますので早急に、来年度ちょっと改修の予

定はあるんですけれども早急に使っていただきたいということもありますので、分

かりやすい掲示物っていうんですかね、そういったものを作って分かりやすい場所

に貼れればいいかなと、今考えているところです。 

 また、集落に出向いて行って講習会という話もございました。実は、防災アプリ

についても、なかなか町民の方々が登録件数が少ないということもあります。そう

いったことも含めて、これは我々のほうでは、ちょっとＡＹＴを通じて、どうにか

ＡＹＴに出演した形で、しっかりとした接続方法を職員２名当たりで、こうやった

らどうかとも考えているところでございました。 

 また、集落については、集落に出向くっていうことについては、またちょっと検

討させていただきたいというふうに考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 集落に出向くということはそんなに難しいことではありませんので、私は実際経

験していますので、そう簡単なことですよ。タブレット１台持って行く、スマホも

２台、機種２つ持って行って、つなぐやり方をみんなに教えればいいだけのことで

すのでね。 

○福 健吉郎総務課長   

 申し訳ありませんでした。 

 実は、今回の農地申告の際に、その防災アプリの担当が、消防係が、その場に出

向いていってパンフレットを手渡しながらインストールを促して、その場でこうや

ったりもしましたので、そういった形で、併せてＦｒｅｅＷｉ─Ｆｉへのつなぎ方

っていうのも、今後、公民館等で実施するような方向でちょっと検討させてくださ

い。 

○６番（奥 好生議員）   

 ぜひ、町民と密接なつながりを持つためにも出向いて行って、やっぱり集落、町

民の要望に応えるのがいいのではないかと思います。ぜひ、そのようにしていただ

きたいと思います。 
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 ４項目めの道路整備について。 

 １点目の製糖時期における農道、町道整備の予算についてでございますが、数年

前、瀬滝集落の西側のキビ畑横の道路がススキなどに覆われてまして、道路の幅員

が狭くなって大型車が通行するたびに、畑の、キビ畑ののり面が崩れてキビ畑に支

障があるということでススキなどを撤去して、のり面を大型車のタイヤが乗り上げ

なくとも通行できるように整備していただきました。そのとき、皆様ご存じかと思

いますけども、大量の不法投棄がそれのやぶの中から出てきまして、当時の建設課

長が自ら大型重機を運転をしまして、ダンプで全てのごみを運び出してきれいにし

ていただきました。 

 この前、そこは今どうなっているかちょっと気になりまして見に行きましたら、

不法投棄はないようでしたけども、またススキなどが道路に覆いかぶさって、道路

幅、コンクリート舗装してあるコンクリートも見えない状態だったんですけども、

職員にお願いしましたら、農地整備課長に相談したんだけど予算がないということ

でしたので、じゃあ、私も一緒にやりますので職員も一緒にやぶ刈りしましょうか

ということで、農地整備課長の都合の日にやったんですけど、私はもう、午後から

時間、会議がありましたので、午前中２時間ほど１人でやって、その後、農地整備

課のほうでやっていただきました。大変お疲れさまでした。感謝申し上げます。 

 この辺、製糖時期になって予算がないというのは非常に、町民にとっても厳しい

状況になりますので、ぜひ今後、農地整備課、建設課はある程度、以前からコーラ

ル舗装の予算があると思うんですけども、今後こういった予算をつけて、道路幅が

狭くなるところは何とかやぶ刈りでもでき、予算がなければゼロ事業、県のゼロ事

業ですよ、もう職員が自らやる、予算がかからないわけですから、それぐらいの気

持ちでやっていただきたいと思うんですけども、農地整備課長と建設課長、どう思

われますでしょうか。 

○柚木 洋佐農地整備課長   

 お答えします。 

 昨年の１月末にしたんですけれども、予算がなかったということで自分たちでや

りました。そこら辺についてはまた、予算の確保については町長か企画財政課にも

相談しながら、そこら辺の確保はしていきたいと思っております。ですが、できる

範囲内は、自分たちでできる範囲内は自分たちでやっていこうという考えの下で動

いています。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 農地整備課よりも格段に建設課のほうは道路整備の予算を確保しておりますので、
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かねてより各集落からそういう製糖時期前のコーラル舗装であったり、木が繁茂し

て現場に運搬車が入れない場所等は、事前に区長のほうから要望をいただいてやっ

ております。 

 建設課のほうとしても、予算を全部使いながら、もし足りないようであれば建設

課の職員も行って作業することは毎年やっておりますので、今後もそのような形で

農業の振興のほうに貢献できればと考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 ぜひ、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、５項目めの農政についてでございます。 

 １点目の本町の農業の未来に夢が持てる、もうかる農業を目指す新農業ビジョン

作成についてでございますけども、ちょっと気になるのがあります。これも施政方

針なんですけども、令和６年度の施政方針では、新たに島農業復活プロジェクトの

一環として試験的にサツマイモ栽培を行い、輪作による圃場の有効活用と夏場の所

得確保を目指し、島内確保を見据えたサツマイモ栽培に取り組んでまいりますとな

っておりました。 

 令和７年度は、サツマイモや落花生、島らっきょうなどの栽培に取り組み、輪作

による圃場の有効活用と夏場の所得向上を目指してまいりますとなっておりますけ

ども、これ、当初の農業ビジョンの中には、このプロジェクトは詳しく説明がなか

ったと思うんですけども、その後、多分つくられたと思うんですけども、それのそ

の何て言うのかな、説明というか計画書みたいなのがございますでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 施政方針にも載っておりましたが、島農業復活プロジェクトということで、昔か

ら作られていたサツマイモ、落花生等継承していく必要があるということで、本年

度、７年度の当初予算にもサツマイモ、落花生等の苗圃場の予算化をしているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○６番（奥 好生議員）   

 農政課長が来て初めてなので、あまり質問もしたくはないんですけども、まず、

前任の担当者から聞いておいていただきたいと思うんですけれども、６年度のサツ

マイモのプロジェクト事業がどれぐらい成功に近づいているのか。で、ある程度目

標が見えたから、今度は島らっきょうとか落花生なども追加することになったのか

ちゅうところですね。また６月議会あたりでお尋ねしますんで。はい、よろしく。 

 あと、その新農業ビジョンについて、作成についてなんですけども、以前も質問
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をしましたけども、できれば町民にとって分かりやすい農業ビジョンであっていた

だきたい。あと、町内２千３００戸ぐらいですかね、全世帯にでも、これを配布し

ていただきたい。やっぱり天城町は農業立町でありますので、そうすることによっ

て天城町民が、みんなが農業に関心が持っていただけるんではないかと思います。

で、その中身にも、隣の和泊町の農業ビジョンを見てみますと、各集落の総戸数、

天城町は１４ですよね、和泊はもっとあったと思いますけれども。あと、人口、農

家個数、年齢区分ごとの農業従事者数、集落ごと、これ全部集落ごとですよ、経営

耕地面積、認定農業者数、１戸当たりの経営耕地面積等のデータも記載していただ

きたいと。そうすることによって集落間の、やっぱりこの何て言うのかな、競争心

っていうのが生まれるんではないかと思いますので。 

 ２つ目は、施策の基調方針についてでありますけども、作目別に目標と振興方策

を計画して載せていただきたい。例えば、サトウキビであれば、目標生産量は平成

７年度見込みが、たしか７万２千７００ｔだと思います。振興政策は長々と長い文

章ではなくて、簡潔な箇条書きにして分かりやすく書いていただきたいと、こうい

う要望でございます。ぜひ、そういうふうにしていただきたいと思うんですけども。 

 もう１つ、策定委員の中に県の専門家も入れていただきたいということですけど

も、これについて、課長のお考えをお尋ねします。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 まず、集落ごとのデータということで、以前、集落農政座談会していたときに集

落ごとのデータを出しておりましたので、やはりこちらのほうが分かりやすいとい

うことで、集落ごとの競争心向上アップにもなると思いますので、そこあたりは続

けていきたいと思っております。 

 続きまして、作目別の目標ということで、これも非常に大切なことだと思います

ので、一つ一つ目標を掲げて、それを達成できるようにつくっていきたいと思って

おります。 

 最後、策定委員のメンバーのほうに県職員、各集落の農家の方々、各関係機関、

一緒になってよりよい策定に向けてつくっていきたいと思います。 

 以上です。 

○６番（奥 好生議員）   

 それでは、６項目めの住宅政策に移りたいと思います。 

 １点目の町営住宅の修繕、改築、新築等の計画についてでございますが、先ほど

町長のほうからも具体的な分かりやすい説明がございました。 

 私のほうは、この天城町の公営住宅等の長寿命化計画、これの最終年度、令和
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４年度から令和１３年度なんですけども、１０ヶ年で用途廃止、建て替え、トイレ

水洗化等の個別改善、新規の公営住宅建設が計画されており、この計画に沿って順

次やられていると思います。この計画の終了時点なんですけども、町営住宅の戸数

は令和４年度と比較して令和１３年度を終了した時点で１８戸の減、そして単独住

宅も令和４年度と比較して７戸の減というふうになっていると思いますけども、今

まさに、町内で南部地区に住宅に入りたいとか、いろんな要望をされる方もおりま

す。もう、今、全国的に引っ張り合いなんですよね。人口減少になってるけども人

口を増やしたいという町長の思い、天城町全体でそういう思いがあると思いますの

で、ぜひ、減にするんではなくて、どこかあたりで住宅の戸数を同じぐらい、ある

いは増やすかどうか、予算の関係もあると思いますのでしっかりと、特に南部地区

について、まだまだ住宅足りないと思います。 

 この前の一般質問では、農業センター入り口の空き地については、もう１回ちょ

っと町有地かどうか確認したいという答弁もありました。その答弁に、引っかける

んじゃないんですけども、総務課のほうは財産係はいると思いますけども、私の考

えは、総務課には今２人の方が出席しております、補佐もですね、役場全体の質問

があったときに、全体のそういった質問とか懸案事項とかをまとめて、それを課長

会あたりで各課に配付をして、その進捗状況あたりとかっていうのも精査すべきじ

ゃないかと思うんですけどもね、総務課長、そこらあたりどうですか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 毎回、議会が終わった後、一応、臨時の課長会等も開きながら、そのときに出た

質問だったり要望、そういったものについて町長以下、課長の皆さんで協議してお

ります。そういう中で総務課、我々のほうで、総務課のほうで、そういったものを

まとめ上げたらどうかということですけれども、そこについては、なかなか時間も

ありませんので、できないところが実情でございます。しかしながら、今後、一般

質問等議会が終わった後の協議の中で達成できてるか、できてないかっていうこと

については、我々総務課のほうでしっかり問いかけながら確認作業はしていきたい

というふうに考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 町長どうですかね、今、大津川には寄附をしていただいた土地がありまして今年

度に単独住宅を造ります。瀬滝のほうには、先ほど言った農業センターの入り口に

非常に広い空き地がございます。そこら辺り将来的に、町長ぜひ、住宅建設を検討

していただきたいと思いますけども、町長のお考えをお尋ねします。 

○森田 弘光町長   
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 お答えいたします。 

 人口減少をしっかりと歯止めをかけていくっていうこと、そして一定の定住人口

を確保するってことは、私たちの行政課題の中では一番大きな課題かというように

私は認識しております。 

 そういう中で、住宅の確保ということであります。今、建設課のほうが長寿命化

計画に基づいてやってきております。しっかりと天城町全体のバランス、そういっ

たものを配慮しながら、そしてまた若い人たちが自分の生まれたその地域、またも

しくは、集落でしっかりと生活していきたいというような意見も強いということも

承知しておりますので、そこについては、またいろんな計画もございますので、し

っかりとその全体を見ながら進めていければと思っております。そういう中で、南

部・中部・北部、そういったバランスっていうものもしっかり取っていければとい

うふうに思っております。住宅政策については、最優先の課題だというような認識

の中で取り組んでいきたいと思っております。 

○６番（奥 好生議員）   

 総務課長にお願いいたします。先ほど、農業センター入り口の町有地、そこの面

積と、確かに町有地であるかどうかの確認を、年内あたりで確認をお願いしたいと

思いますけども。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 確かに、二、三ヶ月前ですかね、そこの土地について、うちの財産担当の職員が

調べておりました。その際、ちょっと確認させていただきたいんですけれども、恐

らく町有地であるということは、私、その担当職員のほうから確認できたかと思っ

ておりますが、もう一度だけ確認させてください。 

○６番（奥 好生議員）   

 はい。ぜひ、お願いいたします。 

 続きまして、７項目めの教育行政について。 

 １点目の西阿木名小・中学校の義務教育学校導入についてでございますが、先ほ

ど教育長の答弁もございましたけども、再度お尋ねいたします。 

 義務教育学校の設置については、学校の設置条例の一部改正が必要であり議会へ

の提案、議決が必要となります。議会への説明はいつ頃になるのか。また、県の教

育委員会との協議が必要なのか、必要でないのか。必要であるならいつ頃協議予定

なのか。また、義務教育学校となりますと、学校名も新たに創らなければなりませ

ん。そういったものの時期等、そういったものについてお答えお願いします。 

○和田 智磯教委総務課長   
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 お答えいたします。 

 西阿木名小・中学校、三京分校の義務教育学校の件につきましては、今現在、西

阿木名地区、三京地区の保護者に５回説明をいたしまして、いろいろ話をしてきま

した。 

 今後の流れといたしましては、学校名をどうするのかということで、あと、議会

のほうに９月提案をしまして審議していただいて、校名変更の条例改正、あと、学

校設置管理規則等の条例改正等がございます。その後、鹿児島県教育委員会のほう

に校名変更ということで申請書を上げていく流れになっております。 

○６番（奥 好生議員）   

 教育長、その教員の人事関係についてはどのようになっていますでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 お答えいたします。 

 この義務教育学校は、原則、小学校と中学校の垣根をなくしますので、両方免許

を持っている方がいいというふうにはなっているんですけれども、まだまだそこま

で行ってないというのが実情です。ですので、できるだけそういう方を要望します

けれども、当然また、中学校の免許を持ってても、ずっと小学校だけでやってきて

る方もいますので、中には。でもやっぱり、この西阿木名のほうに義務教育学校に

来た段階で、また例えば、垣根がなくなりますので、今までよりももっともっとこ

の交流が盛んになってくるんじゃないのかなと思っております。 

 また、今、三京分校のほうには西阿木名中学校の教師はほとんど行ってないって

いうのがありますけれども、今度は、義務教育学校になっていけば、西阿木名にい

る中学校籍の先生たちがまた三京分校にも行くというふうな、そういうふうなメリ

ットも出てくるんじゃないかなと思っております。 

 以上です。 

○６番（奥 好生議員）   

 ２点目の学校運営協議会制度、コミュニティ・スクールの導入についてでござい

ますけども、これについても導入に当たっては、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第４７条の５のほうで、教育委員会は教育委員会規則で定めるところによ

り、その所管に属する学校ごとに当該学校の運営及び当該運営への必要な支援に関

して協議する機関として学校運営協議会を置くように努めなければならない。ただ

し、２つ以上の学校の運営に関し相互に密接な連携を図る必要がある場合として、

文部科学省令で定める場合には２つ以上の学校について１つの学校運営協議会を置

くことができるとなっております。 

 本町においても、新しい天城町立学校における学校運営協議会設置規則というも
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のを定めないといけないとなります。教育委員会規則として町民に告示もしなけれ

ばなりません。この計画についてお尋ねします。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 この新たな制度、学校運営協議会制度、コミュニティ・スクールですけれども、

学校運営の関係で、学校運営協議会設置規則の制定についてということで町長決裁

をいただいております。まだ告示ができていない状態ですので、早急にこれも告示

をしていきたいと考えております。 

○６番（奥 好生議員）   

 これについては、３月中に告示をするということですね。 

 ３つ目の徳之島高校バス通学支援補助についてでございますけども、先ほど教育

長のほうから説明がありましたけども、最初は、女子寮に入っている人はどうする

かとか、他県に行ってる子供はどうするかとか以前はありました。今回、また新た

な何か壁をつくられているような気がするんですけども。１００回の議論よりも

１つの行動というような言葉を町長よく言われているんですけども、離島割引制度

についても、まず島内の人から先やりましたよね。その後、郷土出身戸籍のある島

外に出ている大学生、専門学生について議論がありましたよね。まずは、スタート

することが先決ではないかと思うんですけども、これ以上は申しませんけども。 

 県の教育委員会のほうでは令和６年４月から、今、日本全国的に公共交通バス、

田舎のほうですよ、運用廃止とか時間の変更とか、なかなか高校に通学バス、交通

機関を使って行けない子供が多いということで、私は、令和５年の１２月議会でこ

の説明をしました。全国的に、自家用車で通っている子供たちには保護者に助成を

しています。オートバイで通学している人にも助成をしている。まずは、天城町内

で生活している子供たちを町外、島外に出さないということが地域の活性化にもつ

ながるわけですよね。総合陸運のバスの利用促進だけじゃないと思うんですよ。こ

れについてはもう、企画財政方で協議がもう終わってるんじゃないですか、たしか。

時間の変更もできない、増便もできないっていう結論が出てるわけですので。そう

いうのも踏まえて、県の教育委員会は公共交通機関の利用者に昨年から助成をして

います。それでも、なおかつ足りないってことで、今、公共機関以外の方にも助成

をしようと協議をしているということですけども、教育長、こういった状況を見て、

まだ何か自分たちで壁をつくって助成を遅らそうとするおつもりなのか、もう早急

に予算確保をして、年度内途中からでもいいんで、要綱も変えてやっていただきた

いと思いますけれども、どうでしょうか。町長お願いします。 

○森田 弘光町長   
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 私は、いろんな生徒たち、また、教育法の子供たちを育てていくということにつ

いては全く、いろんな支援をしていくとこっていうことについては異論がないとい

う立場なんです。 

 ただ、私のところに、これだけは確認していただきたいなと思っているのが、平

成３１年に徳之島高校のＰＴＡ会長さんと校長先生から私のところに陳情書という

ものが来て、それを受けてバス通学の助成が始まっているんですが、その中でお願

いする理由が３つありまして、一つが通学時の安心・安全の確保ということで、い

わゆる単車通学では、その当時の資料で５０件ぐらいいろんな、ヘルメットをかぶ

ってないとか、そして５０件ぐらいいろんな事案があって、その中に５件ぐらい人

身事故があったということ、そのためには子供たちの安心・安全を確保するために

単車通学については控えてくれということを学校は生徒たちにお願いしているとい

うことなんですね。 

 そのためには、じゃあ、控えるためにはどうするかということで公共交通機関を

使ってくれということをお願いしたいということであります。学校とすれば、単車

通学については非常に子供たちの安心・安全で心配しているっていうこと、そこに

私たち町が単車通学に支援をするっていうことを、私は、それについて今議論され

ていますので、いろんな形で支援をしていきたいと思っていますが、学校側が子供

たちの安心・安全で心配しているものに対して、私たちが追い討ちをかけて、単車

通学に助成をするとかという形についてはもう少し、学校にもこのことについては、

単車通学について支援をしますよ、そういったことで了解してもらうとか、そうい

った具体的なことを僕は進めてほしいなというのが一つ。あとは、保護者の負担軽

減ということ、それから亀津に住んでいる徳之島高校生と天城町に住んでいる徳之

島高校生では非常に負担が違うということ、そして徳之島高校に行きたいんだけど

いろんな理由で行けないよということを解消するために、ぜひバスの通学を助成し

てほしいということですので、ちょっと繰り返しになるんですけど、その通学時の

安心・安全ということの中で高校と町は単車通学に補助しますけど、そこは理解し

てくださいねということは学校には話をするという必要があるのかなと私は思って

います。 

○６番（奥 好生議員）   

 よく分かりました。 

 であれば、教育委員会のほうとしても徳高の校長先生、また保護者、あと総合陸

運、そこに問題をみんな課題を持って行って、もう早急に結論を出していただきた

いと思いますが、お願いできますでしょうか。 

○和田 智磯教委総務課長   
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 お答えいたします。 

 今、出ましたような課題等いろいろ、学校からの陳情書等の内容等も含めまして、

早めに回答が出せるように取り組んでいきたいと思います。 

○６番（奥 好生議員）   

 続きまして、あと教育長、あと県の教育委員会のほうが、今、新たな制度を検討

していますので、そこら辺も確認を取られてください。 

 あと、次に４点目の子育て世帯への兼久小学校校庭への無料開放についてでござ

います。 

 これについても以前、１２月議会でしたかね、一般質問をしたんですけども、建

設課と町長に農業センターの入り口辺り、南部地区の未就学児子育て世帯用の遊具

設置、遊び場を造っていただけないかということでしたんですが、それについても

検討しますということだったんで、であれば、再度、全国的な動きを調べました。

そうしましたら、ある市は市長の選挙公約として市内の全ての小学校の校庭を未就

学児または児童に開放するということで、今やっております。 

 兼久小学校の校庭には、滑り台あるいはブランコ、あと砂場あります。教頭先生

に聞いてみたら、一応、たまに来て遊んでいると。だけど別に帰りなさいとかも何

も言ってないと、黙認している状態なんですけれども。社会教育課の要綱には、学

校に施設を使用させるに当たっては校長は責任を取らないという規約がもう既にう

たわれてますよね、見られてますか、社会教育課長。ですので、今後、そういった

遊び場が建設課あたりで、ミニ公園なり設置できなければ、将来、計画あるとして

もそれができ上がるまでは兼久小学校の裏の入り口辺りに看板をつけて、学校側、

学校、教育委員会は事故等について責任を持ちません、保護者責任で利用してくだ

さいとか、そういったものをつくって開放していただけないか、教育長のお考えを

お尋ねします。 

○院田 裕一教育長   

 お答えいたします。 

 今、議員がおっしゃったように、子供たちっていうか、よく遊んでます、野球を

したりですね。ですので、別にそれに対して制限をかけたり駄目だよとか言ったり

していることではない。これは兼久小学校以外の学校でもそうです。ただ、私は、

今、校長会や教頭会で話をしているのは、不特定多数のいろんな方々が入ってくる、

当然小っちゃい子も入ってくる、そういうのもあります、考えられますので、やは

り安全確認だけはしっかりするように。例えば何かがこう、例えばグレーチングの

大きさが幅があり過ぎて、そこに行く小っちゃい子供だったら足を入れてしまうと

か、そういうこともよく考えられるので、例えばそういうところはしっかり直すこ
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と、さらには立入禁止のところにはちゃんと看板を立てたりしてするというような

こと。そういうことを今やってますので、そういうことも含めて、さらにまた、そ

ういう看板を立てるかどうかというところは、これからまたしっかり検討させてく

ださい。でも、今、学校とかいうところは、どんどん一般の住民の方々も入ってき

て自由に遊んでいるというのが現状でございます。 

 以上です。 

○６番（奥 好生議員）   

 ただ、遊んでいけないと勘違いをして遠慮している子育て世帯の方もいるかと思

いますので、南部保育所あたり、あるいはそういった方への使ってもいいですよと、

ただし事故については自己責任ですよというふうにして、ぜひ使わせていただきた

いと思うんですけども、どうでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 南部推進協議会あたりとも、しっかりまた連携をしながら、また、４月から始ま

るコミュニティ・スクールの１つのまた問題としても課題としてできると思います

ので、今、議員がおっしゃったようなことも含めて検討してまいりたいと思います。 

○６番（奥 好生議員）   

 先ほど言った市においては、今、夕焼け時間というのがあって、日の暮れる時間

帯には帰ってくださいという看板を何かつけてあるみたいなんで、ぜひ使い勝手の

いい学校、校庭にしていただきたいと思います。 

 続きまして、５点目の教科セミナー、小学生対象についてでございますけども、

教育長のほうからは、小学生の学力は平均していいという判断なんだと思いますけ

ども、それは、学校教育はどちらかというと全体を相手に授業もしますよね。中に

はやっぱり、いい子もいれば、同じ平均クラスに届いてない子供いると思うんです

けれども、そういった中で、どうしても勉強したいという子が何人おれば教科セミ

ナーを開く予定なのか、１人では駄目なのか、２人では駄目なのか、何名以上とい

うふうに考えておられるのか、社会教育課長、ちょっと教えてください。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 今、奥議員のほうから小学生の部をまた再開、何人いればということなんですが、

教育委員会、社会教育課としては、そういった個数を確定しているようなことはし

ておりません。 

 今についても、今年度当初に教育委員会のほうで協議を重ねて、小学生の部を今

のところ休止の状態です。全然廃止にはしておりませんので、休止という形を取ら

せていただいて、中学生の学力向上を今、図っているところであります。 



－51－   

 また、昨年度の間に児童の保護者の方々からいろんな意見、要望等があれば、そ

れにはやはり教育行政になりますので対応しないといけませんが、問合せがあった

のがまず１件でしたので、中学校の学力向上を重点を置いてしようということで、

教科セミナーについては中学生の部を、今、６年度から強化をして、今、運営をし

ていると、になっています。ですので、小学生が何名とかいうのは、そういった数

字はこちらのほうでは持ってはいません。 

○６番（奥 好生議員）   

 であれば、学校のＰＴＡとか保護者のほうから、ぜひ教科セミナーを開催してほ

しい、１人でも希望者がおれば開会はしていただけるんですか、どうなんでしょう

か、教育課のほうでもう中止にしましたと、もう一方的なことをされるわけですか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 小学生の部については昨年、今、１名問合せがあったということで、子供の学習

支援を実施している学習会というのも図書館のほうで行っております、一般の方が

ですね。そちらのほうを案内をしたりしてはおります。 

○６番（奥 好生議員）   

 個人的なことは言いたくないんで、あれなんですけども、リーダーというのは

リーダーを育てる、天城町担う人材を育てるには、１０名の方ができればいいんで

すけども、リーダーというのは１人の人が動かす場合もあるわけですよね。勉強し

たいという子がおれば１人でも受皿をつくるべきじゃないかと私は思うんですけど

も。 

 また、５年後、１０年後、今の小学生の教科セミナーをやめたおかげで、中学校

に行ったときに中学生の学力が落ちるという可能性もなきにしもあらずなんで、や

っぱり両方やったほうが私はいいと思うんですけども。あと、天城町内に昨年から

塾ができてますけども、民間のですね、小学生が何名ぐらいおられるのか聞いたこ

と等はないでしょうか、社会教育課長。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 天城町においては進学塾はありませんので、学習塾になりますが、その人数を

１回聞こうと思ったんですけど、やはり個人の、やっぱり個人情報とかいろいろあ

るという思いが私のほうがありましたので、そこの人数は聞いておりません。 

○６番（奥 好生議員）   

 これは学校教育課の仕事だと思います。学校を通して塾に行っている生徒、いな

い人、あるいは教科セミナーに通いたい人、自宅学習したい人とかいろいろと調査

を取ることが可能ですので、ぜひそういったところを取って、やっぱり天城町の人
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材教育というのは非常に大事ですので学力向上を目指して今後も頑張っていただき

たいと思います。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、奥好生議員の一般質問を終わります。 

 しばらく休憩します。２時１５分より再開をします。 

休憩 午後 ２時０３分 

─────────── 

再開 午後 ２時１５分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、議席番号１番、松山小百合議員の一般質問を許します。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ＡＹＴをご覧になっている天城町の皆様、こんにちは。議席番号１番、松山小百

合です。 

 ただいま、議長より質問の許可がありましたので、４項目、５点について質問い

たします。 

 １項目め、行政放送について。ユイの里テレビの利活用についてどう考えている

か。 

 ２項目め、教育行政について。 

 １点目、与名間分校存続の危機への認識と対応策について。 

 ２点目、う蝕罹患率を下げるために、小中学校でフッ化物洗口法を実施できない

か。 

 ３項目め、地産地消について。地産地消の推進施策の展開はどうなっているか。 

 ４項目め、製糖業者の抱える課題について。減少している町内製糖業者への支援

策はどうなっているか。 

 本日で議員となって９回目の質問になります。張り切ってまいります。 

 では、４項目、５点について質問いたします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、松山議員の御質問にお答えいたします。 

 １項目め、行政放送についてということでございます。ユイの里テレビの利活用

についてどのように考えているかということでございます。お答えいたします。 
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 ユイの里テレビでは、有線テレビ放送施設審議会というものがございますが、そ

の審議会の中で、議員の皆様により番組についてのご意見等々をお伺いし、その

様々なご意見を参考に番組制作に努めているところでございます。 

 また私ども、ユイの里テレビといたしましても、町民の皆様に親しまれる番組制

作に努めていくために、職員のスキルアップ研修を行うなど、その職員の資質向上

も図ってまいる所存でございます。 

 ２項目めの教育行政につきましては、教育長のほうからまずお答えいたします。 

 ３項目めの地産地消について。 

 その１、地産地消の推進施策の展開はどのようになっているかということでござ

います。お答えいたします。 

 天城町では、天城町食育推進計画（第３次）を策定いたしておりますが、その趣

旨に沿って、地元農産物の地元での消費拡大等を図ってまいりたいというふうに考

えております。また、特に学校給食におきましては、新鮮な旬の地元産物などの計

画的な活用についてと、また、併せまして、生産者の確保、そしてまた安定供給の

ための仕組みづくりを強化してまいりたいと考えております。 

 ４項目め、製糖業者の抱える課題についてということでございます。減少してい

る町内製糖業者への支援策はどのようになっているかということでございます。お

答えいたします。 

 町内製糖業者への支援といたしましては、奄美群島農林水産物等輸送コスト支援

事業を活用して、島外へ移出する場合、また原材料の移入に係る輸送コストの支援

を行っているところであります。 

 また、この支援事業は、ある一定の要件が必要となりますので、町内全ての製糖

業者がこの事業を活用するには至っていないところが現状でございます。なお、直

接の支援ではございませんけれども、東京、それから兵庫県等で開催されておりま

すイベント、また他の物産展におきまして、この製糖、黒糖を含めたその製品も含

めてＰＲ活動や販売を行うなど、その販路拡大につなげているところでございます。 

 以上、松山議員の御質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、教育関係の質問に対し、答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 それでは松山議員の質問にお答えいたします。２項目めの教育行政についてでご

ざいます。 

 その１点目、与名間分校の存続の危機への認識と対策について、お答えいたしま

す。 
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 与名間分校児童の在籍人数が年々少なくなっており、教育委員会としても存続へ

の危機感を持っているところでございます。令和元年度から導入しています山海留

学制度を活用して、現在、与名間分校には２世帯２名の留学生が在籍しております。 

 山海留学生募集の広報を幅広く行い、山海留学生を一人でも多く確保できるよう、

住民の皆様と一緒になって取り組んでいきたいと考えております。 

 続きまして、教育行政の２点目。う蝕罹患率を下げるために、小中学校でフッ化

物洗口法を実施できないかということでございます。 

 お答えいたします。 

 令和５年第３回定例会でフッ化物洗口法について御質問いただきました。その後、

令和５年１０月にフッ化物洗口法を実施している学校の視察を行ったり、町内保育

所の取組状況や担当者等からの説明、学校現場から声を聞いたりしてきました。 

 今後、幅広く専門家や関係部署、関係者、保護者の皆様にご意見を伺い、どのよ

うにしたら学校現場で安全かつ継続的にフッ化物洗口法ができるか等々検討してま

いりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 天城町が誇るユイの里テレビ、以後通称のＡＹＴと申します。町の情報をお届け

するアットホームなテレビ局として、１９９８年開業。開局２０１１年からはデジ

タルテレビ放送を開始しております。ＡＹＴの導入の経緯についてご説明ください。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 ＡＹＴの導入の経緯でございますが、平成６年度から農業農村活性化農業構造改

善事業という事業が農林水産省のほうでございました。その中で、まずは農業関係

ですので、農家への気象、また市場の動向、状況、そういった最新情報の提供、ま

た各家庭にアンテナがあったんですけれども、そういったものを解消するため受信

チャンネルの拡大だったり、また生活情報の放送による生涯学教育及び人材育成、

また台風等の災害等の緊急情報伝達手段としてそのＡＹＴを整備してまいりました。 

 また独自に自主制作、自主番組の制作というのも可能でございまして、そういう

中でいろんな町独自の自主番組も制作してきております。 

 平成６年度から事業を開始しまして、先ほど松山議員がおっしゃるように平成

１０年に開局したということでございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 １月に行われました成人式に出席させていただいた際、新成人の皆さんの小学校

入学時の映像を編集したものが流れ、大変和やかな雰囲気に会場が包まれました。
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このようなすてきな演出ができる自治体は全国的に見てもそう多くないでしょう。

成人式をはじめ、町民体育祭等、これまで撮影した約３０年のデータがあるかと思

います。 

 お伺いいたします。天城町のＡＹＴの過去のデータの保存メディアはＶＨＳで合

っていますでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 平成１０年開局以来、平成２２年デジタル化に移行するわけですけれども、その

間はＶＨＳ、正確に言えばベータカムというテープなんですけど、それが、今、現

在３千本ほど保管されているというところでございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 今、ベータカム、ＶＨＳデッキ、昔のビデオデッキですね。これ、既に国内生産

が終了しております。１９８０年代から９０年代に流通のピークだったビデオテー

プの耐用年数は約２０年と言われていて、ユネスコも２０２５年を期限の目安とし

てデジタル化したほうがよいと警告しているそうです。先ほど申し上げたデータは

天城町の貴重な財産です。きちんと管理、保管していただきたい。 

 お伺いいたします。先ほどのベータカムからＤＶＤなどへのデータ移行の予定は

どのようになってますでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 議員がおっしゃるとおり、本当に貴重なデータでございます。これにつきまして

は、デジタル化、データ移行、デジタルへのデータ移行というのは、必ずやらなけ

ればいけないというふうに考えているところでございます。 

 しかしながら、今、現在、検討段階でございまして、機器・機材等が、もう流通

していないというところもあります。そういった中で島外になるかもしれません。 

 そういったものを、テープからデジタルへの移行ができる事業者、そういったも

のも、しっかりと検討、調べこんで、また、さらに、その費用がどれくらいかかる

かというのもちょっと調べた上で、近年中には実施したいと考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ある相談から、徳之島の歴史を調べる機会がございました。琉球から薩摩の統治

に変わったとき、家系図などの歴史的書物が島津藩の役人によって破棄されたとい

う歴史がございます。徳之島事情いう歴史書をはじめ郷土の歴史書の編纂という大

業を私費で果たした徳之島の先人の思いをうかがい知ることができたときに、ＡＹ

Ｔの放送のデータも歴史書に準ずる大切に保管すべきものだと感じたものです。 

 お伺いいたします。ビデオキャプターというのがあるんですけれども、古いビデ
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オテープの録画画像をパソコンに取り込んでＤＶＤに焼くことができるものがあり

ます。これ、そんなに高額じゃないんです。見たんですけど。 

 時間は少しかかるんですけど、撮りためた映像の内容を職員で確認していただき

ながら分類することで、素材をそのまま流すのではなくて、少し編集してアーカイ

ブ的な番組の構築も可能でしょう。要するに、お宝の発見は、発掘は自分たちでや

っていただきたい。データを破損してしまうこともあるかもしれません。大丈夫で

す。データの修繕をする会社もあります。観光諸法人との取引実績がある会社もご

ざいますので、安心してください。 

 お伺いいたします。職員でデータの移行を行っていただく。いかがでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 今、議員のほうからビデオキャプター、そういったものがあるということでござ

いました。私も一応、企画財政課と一緒に財政も一応見ていますので、できること

であれば、職員自らがいろんなことを実施したほうが財政的には非常にいいことで

す。そういったところも踏まえまして、できるところはしっかりと職員でやってい

くという考えではおります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ケーブルテレビのケーブルは同軸ケーブル、光ファイバーケーブルとかいろいろ

種類があるんですけど、ＡＹＴのケーブルはどちらでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 光ファイバーケーブルでございます。また種類のほうが、光ファイバーケーブル

の中に芯線と呼ばれる、本当に髪の毛みたいなものが６８０本詰まっているものか

ら、これの直径が２４㎜、２．４㎝。一番宅内配線されているものが、２芯なんで

すけども、２本光線が入っているやつ。これが５㎜というので、大体１２種類ぐら

いの、今ＡＹＴではケーブルを使っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ケーブルの耐用年数はどのくらいだと把握されていますでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 カタログ上では１０年ということでございますが、離島ということもありまして、

塩害とか、また台風災害、そういったものがありますので、もうちょっと短くなる

のかなと思っております。ごめんなさい。資料がございました。メーカーの推奨で

耐用年数が１５年から２０年ということでございますが、先ほどの答弁と一緒です。 

 塩害とかそういったもので、若干狭まってくるということでございます。 
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○１番（松山 小百合議員）   

 社団法人日本電線工業会、技術資料、すごいのがあるんですね。電線ケーブルの

耐用年数について取りまとめが行われています。そちらで示されているんですけど、

ケーブルの種類でいうと、低圧のケーブルで屋外の水の影響があるもので１５年か

ら２０年。高圧のケーブルで水の影響があるものだと１０年から２０年。屋内施設

だと２０年から３０年となっていました。ＡＹＴは２７年経過しております。耐用

年数は、課長がおっしゃったように、既に経過していることになります。 

 使用状況によっては、経年劣化で駄目になっているところもあるのではないでし

ょうか。ＡＹＴで、クロウサギの観察小屋周辺の様子を夜間放送していますよね。

町民の方の中には、夜眠れないときにクロウサギの様子を観察して、何羽テレビに

映っていたか、カレンダーに毎日記入することを楽しみにしている方もおられます。

日によっては急に映らなくなっちゃうと。そうなったら朝まで見られない状態にな

るので残念だと、相談を受けたことも以前お伝えしております。ＡＹＴ導入以降の

保守点検の実施状況についてお伺いいたします。 

 保守点検の内容と頻度はどのようになっていますでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 先ほど松山議員が、開局以来もう二十何年なんですけれども、平成２２年、

２３年からデジタル化として移行して光ファイバー網を設置しておりますので、現

在の施設でいえば、約１５年ほど経過しているということになるところでございま

す。 

 その保守等につきましてです。今、保守契約を結んでおります。年間１千４１万

５千円なんですが、この保守につきましては、町民の方から苦情を受けたり、映り

が悪いという依頼を受けたら、業者が出向いて調査したり、宅内については、自己

負担もあるんですけれども修理しております。また、屋外、宅外、基幹線だったり、

そういったものについても随時、点検作業を行っておりまして、そこで異常があれ

ば、また取替え作業をするということでございます。 

 また、この取替え作業につきましては、町費で負担するということになっており

まして、ちなみに令和５年度が約４００万ほどかかっております。特に台風とかの

通過後、件数が増えてまいります。そういう中で、先ほどの保守料と修繕料で、大

体、１千２００万から３００万ぐらいの経費がかかっているというところでござい

ます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 では、保守契約を結んで、きちんと随時、更新している、対応しているというこ
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とでした。ＡＭＡＧＩ─ＶＩＳＩＯＮで、令和７年度に、ＡＹＴの更新費用として

９千６００万円を計上しております。これは、更新、どういった内容になりますで

しょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 ＡＹＴとは別に、今、天城町の防災行政無線がございます。これにつきましては、

令和７年度に、約７億円ほどかけて、改修・更新する予定でいるところです。 

 それと併せて、また、ＡＹＴのほうも、そろそろ全線張替えというか、そういっ

た時期に来ておりますので、そのＡＹＴの機能と、今の行政無線の機能を、ちょっ

と一緒にできないかというのを考えております。といいますのは、身近で公民館に

電柱が２本立っているかと思います。これをですね、行政無線側に、ＡＹＴのＩＰ

告知のアンテナ、スピーカーを、行政無線のほうに持っていけないかというふうに、

今、計画を進めているところでございます。 

 ですので、そういったことも、ちょっと７年度は、行政無線のほうで、ちょっと

ＡＹＴの機能を少し取り込むということにしたいと思います。ＩＰ告知も集落から

のＩＰ告知も、その行政無線側で、しっかり放送ができるような仕組みに、今、す

る予定で、今、動いております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 また、データの保存するメディアについてなんですけれども、ＤＶＤと、形があ

るものだけではなくて、クラウドへの保管も併せて検討していただきたいです。要

するに、インターネット上でデータを保管する、大切なデータの保管はダブルスタ

ンダードが望ましいと思います。 

 課長、お伺いいたします。データの保存保管方法について、ダブルスタンダード

で行うこと、ご所見をお聞かせください。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 確かにですね、手元だけのデータだけだったら、紛失とかですね、破損、そうい

ったものの危険性もございます。せっかくの大事な貴重な映像でございますので、

クラウドでも保存できるような方向を検討、考えていきたいと思っています。 

○１番（松山 小百合議員）   

 現在、ＡＹＴ番組の構成と番組表はどのように周知されていますでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 今、その番組表につきましては、普通のテレビで、テレビのリモコンの番組表を

押せばですね、１１チャンネルＡＹＴの番組も見ることができます。また、ＡＹＴ
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の番組の中でも、ときより番組表が流れたりもします。 

 また、例えば、特定の方々の映像、保育所の運動会ですとか、そういったのであ

れば直接ですね、そのような方々に声かけして、いつ放送されますよっていうのを

伝えているという状況でございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 そうなんです。例えばですね、小中学校の行事とか、町民体育祭を今視聴したい

と思ったときに、ＡＹＴ放送で何日何時に放送されますって、今課長が言ったみた

いに学校でも案内があるんですね。とテレビの画面で私自身見たことがございます。 

 しかしテレビの視聴はＡＹＴ放送には限りません。見たい番組を把握することは

もっと簡易的にできないものかなと思いました。あるとき、他の自治体の町民体育

祭の動画がユーチューブにアップされているのを拝見しました。天城町は見たいと

きに見られないわけです。もしもＡＹＴで放送される番組をユーチューブでも見ら

れるとしたらいかがでしょうか。 

 検索しやすいようにカテゴリーで分ける、年度で分けるなどされると、例えば、

天城町体育祭、違うな、運動会で検索すると、年度で町内保育園・小中学校の運動

会を見ることができます。町民体育祭だったり卒業式、入学式も同様に視聴ができ

るわけです。 

 島を離れた方々が町民体育祭を視聴する機会があれば、参加したいから町民体育

祭に合わせて帰島するかもしれません。交流人口の獲得につながる可能性にもなる

ものと考えます。 

 ユーチューブにアップするにはクリアしないといけない要件もあると思うんです

けれども、視聴回数が多いと収益化といったメリットもあるのではないでしょうか。

どうしたら人が増えるか、どうしたら自治体が稼げるか、様々な方向からアプロー

チしていく必要があるわけです。できることは全てやっていただきたい。 

 お伺いいたします。ＡＹＴの利活用という点について、今後何か検討されている

ことはございますでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 まず、今、議員がいろいろ提案がございましたが、その前に、今、こちらのほう

での利活用ということでございますが、せっかくのＡＹＴですので、こちらのほう

としては、しっかりと職員が画面に映り込んで、今こんなことをしていますとか、

例えば畑で作業しているときには、今こういった作業をしていますとか、そういっ

たことをもうちょっとまた、以前はやっていた時期もあるんですけれども、そうい

ったこともしっかりとやっていきたいなと思っていますし、また商工会さんのほう
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からも、自分たちで何分かの番組をつくらせてくれないかという話もございました。 

 ですので、そういった形でいろんな人がテレビをつくる、出演してつくっていく

っていうこともいいかなと思ったところです。 

 また、先ほど松山議員から提案があったユーチューブでの放送ということでござ

います。今、現在このＡＹＴこの議場の場もユーチューブで配信されております。

そういった意味では可能ではないかなというふうな思いはあるところではございま

す。 

 しかし、やはりＡＹＴも天城町としての公式な情報発出する手段でございます。

そういったところで、しっかりとまた公式チャンネルとして、そのような公式チャ

ンネルであるっていうことを、しっかりと決め込んでいきたいなというふうに思っ

ております。 

 いろいろご意見ありがとうございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ＮＴＴドコモの平仮名で「ちかく」というサービスがあります。見守りをしたい

親のお家に、家型のちっちゃいデバイスをテレビの近くに置いて、離れて暮らして

いる子供のスマホに入れたアプリで、離れて暮らすお母さん・お父さんの在室状態

とかを、テレビ電話形式で確認できるというサービスがあります。 

 これ、テレビ電話も実際お家のテレビでできるというサービスなんですけれども、

天城町のケーブルテレビの設備でインターネットサービスも行われていますよね。

このようなサービスも、町独自で、今じゃなくてもできないものかなと思ったとこ

ろでした。 

 ちなみに徳之島ほっくほくチャンネルでは、今年の町民体育祭の動画の再生数が、

今現在で４千６００回弱、昨年度は１万３千回回っております。町からの委託でチ

ャンネル運営をされているようです。 

 県外のご出身の方で、映像制作会社に勤められた経緯をお持ちの方なんですけれ

ども、撮影・編集をお一人でされています。天城町にもそういう技術職、撮影とか

編集の経験がある方の配置も検討されてはどうかと思います。 

 課長、お伺いいたします。撮影・編集の技術者の雇用について、見解をお聞かせ

ください。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 ＡＹＴについても特殊な知識、経験によっていろんな技術が身につく場所かと思

っております。そういう中で、今、現在、これまでは職員の異動というところで、

３年か４年ぐらいで職員が異動してまいりました。その異動のたんびに、全体のレ
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ベルがちょっとまたがくんと少し落ちるわけです。 

 また、そこからスタートして、これの繰り返しだったかなというふうに思ってお

ります。そういった意味では、技術を持った方が、これは職員に限らずでもいいか

と思います。そういった方がずっといれば、レベルが下がらずに、またどんどん上

積みされていくのではないかなというふうにも考えるところでございます。ですの

で、そういった技術を持った方がそこにずっといるというのは、非常にいいことで

はないかなというふうには考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ＡＹＴは天城町の大切な財産です。役場内には優秀な職員もたくさんいらっしゃ

るはずですから、今後の対策、打開策なり見出して、天城町、ＡＹＴ放送のさらな

る利活用の推進を要請いたしまして、次の質問に移ります。 

 ２項目め、与名間分校の存続の危機における認識について質問いたします。教育

長お伺いいたします。現在の与名間分校の児童数についてどう感じますか。 

○院田 裕一教育長   

 お答えいたします。 

 先ほど、２世帯２名の留学生も含めまして、今５人ということで、今後この子た

ちがどんどん大きくなって、もちろん、岡前小学校に行きますので、やはりしっか

りと次の下の子どもたちがどんどんいないと厳しいのかなという認識でございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 先ほどの一番初めの答弁によると、分校の存続においても前向きに寄り添ってい

ただけるものだという趣旨だと認識してもよろしいでしょうか。昨年度、与名間分

校の児童数が１１名、今年、今年度は５名です。昨年度末でそのことは認識されて

おられたと思います。 

 教職員の転勤、退職、または管理職の転勤、３名が一変に変わるという事態が起

きました。教育長人事に関して配慮していただくことはできなかったものでしょう

か。 

○院田 裕一教育長   

 それはですね、急遽お１人の方が退職したというようなことがあったわけですね。 

 それで、その以外の２名は定期の異動でということで。それで、皆様御存じと思

いますけれども、今の与名間分校と岡前小学校の職員の入れ替えが可能ということ

で、今年は岡前小学校から与名間分校にお１人、地元のいろんなことも知っている

その方に異動していただいたと。そういうふうなこともありましたので、急遽そう

いうことがあったので、そういうふうに対応させていただいたとそういうことでご

ざいました。 
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○１番（松山 小百合議員）   

 先ほどおっしゃった、第一出産後の先生。保育所に行くといろんな病気をもらっ

てきます。すぐ熱も出します。先生がお休みせざるを得ないときに、授業の代替が

きくような大きめの学校ではなく、分校への配置がございました。 

 そもそもこの内々示の時点で、来る前にどうにかならなかったのかなという思い

がしての質問でした。 

 ちなみに教育長、教育行政のトップがすべきことは何だとお考えでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 まずは、学校での課題、学校の課題、現在の課題、それから将来的な課題、そう

いうことも含めまして、やはりこの学校の状況、そして学校長の意見、そういった

地域の実態等も含めてですね、子供たちが安心・安全で学校に通えるような、そう

いう教育環境を整えるというのが、私の大きな仕事なのかなと思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 政府は、子どもまんなか社会の実現に向けて、こども家庭庁を設立しました。こ

ども大綱の柱の一つである、子供たちのウェルビーイングの実現には、教育環境の

充実という要素も一翼を担うところではないでしょうか。学校の先生方が、子供た

ちのために全力で頑張ってもらえるような配慮をすることは、教育行政のトップが

担うべきところだと私は考えております。 

 多様な価値観を尊重しないといけない風潮がある、現代の教育現場の大変さは、

教職・管理職をご経験された教育長が一番御存じではないでしょうか。その経験が

ある教育長でしたら、先生方が働きやすいような配慮ができるものと思っておりま

す。 

 あと、私は分校の存続の危機については、行政のせいだと申し上げるつもりはご

ざいません。存続の意義を再確認して、そのためにできることは全部やろうという

のが質問の趣旨です。 

 平成９年に文科省から、通学区域制度の弾力的運用について、各都道府県の県教

委から各自治体の教育委員会に通知がありました。内容についてご説明いただけま

すでしょうか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 平成９年１月２７日に通知がございました。 

 まず、本庁の教育委員会では、設置する小学校または中学校が２校以上ある場合、

学校教育法施行令の規定により、就学予定者等の就学すべき小学校または中学校を

指定することとされておりますが、この通知によりまして、通学区域制度の運用に
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当たっては、各市町村教育委員会において、地域の実情に則し、保護者の意向に十

分配慮した多様な工夫を行うことと通知がございます。 

 また、そのほか、就学すべき学校指定の変更や区域外就学については、教育委員

会において、地理的な理由や身体的な理由、いじめの対応を理由とする場合のほか、

児童生徒の具体的な事情に即して相当と認めるときは、保護者の申立てによりこれ

を認めることができる。 

 あと、もう一つございます。通学区域制や就学すべき学校の指定の変更、区域外

就学の仕組みについては、入学日などの通知など、様々な機会を通じて、広く保護

者に対して周知をすること。保護者が就学について相談できるよう、各学校に対し

てもその趣旨の徹底を図るとともに、教育委員会における就学に関する相談体制の

充実を図ってくださいというものになります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 先日、県のＰＴＡ活動研究委嘱公開伊仙町大会に参加してまいりました。配付さ

れた資料に、伊仙町の小中学校の各校のＰＴＡ活動の紹介が掲載されていまして、

その資料によると、小学校８校、中学校３校、児童数が１００名を超えるのが１校、

うち５校は２０人前後の小さい学校でした。冒頭の大久保町長の御挨拶で、

１２０名の児童生徒を増やしましたという趣旨のお話がありましたので、どうやっ

て増やしたのだろう。児童生徒数の増加の背景について調べてみました。 

 令和４年から伊仙町版の山海留学を実施開始しているようです。それ以前に実に

ユニークな方法で住宅を増やしております。そこが大きいのかなと。それ以前にも

簡単に統廃合を進めない、小さいからってですね、そこには地方交付税の算定の影

響もあるかと思います。 

 お伺いいたします。地方交付税の算定方法の概要と、学校が１校閉校した場合に

おける地方交付税の算定の影響、お聞かせください。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 地方交付税の算定の概要ということであります。 

 地方交付税につきましては、普通交付税と特別交付税２つがございます。今、議

員のおっしゃられている質問は、普通交付税についてかと認識しております。 

 普通交付税の算定方法につきましては、決められた一定の方法で算定される基準

財政需要額と基準財政収入額という金額がございます。需要額が収入額を上回った

場合に、その分を補うための不足額が、各公共団体へ交付されるということになっ

ております。 

 その額は、天城町でいえば約３１億から２億ぐらいという額になっております。
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それと、１校が学校が減った場合は、どのような影響が出るのかということであり

ます。これは、今、令和６年度の子供の人数とか学校の数、その中で実際、与名間

分校を１つ消した場合にどういう影響が出るのかということで算定してみました。 

 現状では、学級数と学校数を合わせまして、これ、学校６校あるんですが、小学

校ですね。小学校６校で１億４８７万８千円であります。この６校を１校減らして、

５校で算定した場合には９千５３万４千円となりまして、差額といたしましては、

１千４３４万円の減額ということになります。ただ、この１千４００万円につきま

しては、翌年から一気に減るのではなくて、５年かけて段階的に減っていって、最

終的には１千４００万円ぐらい下がるということになっております。 

 以上です。 

○１番（松山 小百合議員）   

 単位費用の算定についても丁寧なご説明いただきました。 

 天城町のような小さな地方自治体は、自主財源だけでは行政運営はできません。

地方交付税は、地方公共団体の財政格差を小さくするために国から交付されるお金

です。 

 今、課長がご説明してくださったように、この単位費用とか、細かくいろいろ分

けられていまして、それを積み上げて交付税て算定されるんですね。 

 先日、課の方の職員から教えていただきました。学校がなくなることで、算定に

影響があるわけです。マイナスになると、１千万円近くのお金がまずいただけない

以外に、雇用する先生方の人数が不足すると、地方交付税の算定の基礎にも影響し

てきます。家族連れであれば、もちろんそこにも影響する。何なら、町民税も減る。

軽自動車税も減る。商業関連の消費の減にもつながります。 

 財源に関しては、マイナスに振り切るところではなくて、むしろ見えない利益が

残すこと、存続することで、見えない利益があるものだと私は考えております。 

 町長、お伺いいたします。財源という視点で、学校１校の閉校について、所見を

お聞かせください。 

○祷 清次郎副町長   

 やはり学校の存続というのは、大変重要な課題であると感じております。 

 今、かねてより、町長が人口減対策、移住・定住の問題については、一丁目一番

地ということで、これまでもお答えしておりますが、先ほど財政課長がお答えしま

したように、一つの学校が閉校になってしまうと、それ相応の財政の減額も、交付

税の減額もございますし、議員がご指摘の、目に見えない部分、そして学校は地域

のコミュニティーの核であると感じております。 

 その上で、やはり地域の活力が損なわれますし、そのようなことから学校の存続
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については、執行部としてはしっかりと捉えながら考えていく問題であると感じて

おります。 

○森田 弘光町長   

 今、基本的なところにつきましては、副町長からお答えしていただきましたけど、

私が一つ誇りに思っているのがあるんですね。鹿児島県下で、今、分校が動いてい

る。閉校とか休校じゃなくて、鹿児島県下で分校として実際に今動いているのは、

天城町だけなんです。三京分校と与名間分校があるということは、私は鹿児島県で

も胸を張ってそのことは言えるかなと私は思っております。これがやっぱり天城町

の誇りだなと僕は思っております。 

 ですから、副町長お話のように、当然、なくなるといろんな財政的なダメージも

あるわけでありますけど、その地域から学校がなくなるということは、そこから非

常に活力というか、そういったものがなくなっていくということでありますので、

教育長からお話がありましたように、そのためにはどうやって存続していくかとい

うこと、そのためにはやっぱり外からの力も借りたい。それは何かというと、山海

留学とかそういったことでありますけど、その山海留学についてはやっぱり相当の

財源が必要ですので、その財源についても、また私たちはしっかりと確保していき

たいと思っております。 

 もう一つは、やっぱり行政ももちろんですけども、地域の皆さん方がどうやって

その与名間分校というものを大事にして、みんなが誇りに思っていくかということ

を、またみんなで共有しながら、学校の存続については頑張っていければなという

のが私の考え方です。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。３時１０分より再開します。 

休憩 午後 ３時００分 

─────────── 

再開 午後 ３時１０分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。松山議員。 

○１番（松山 小百合議員）   

 お伺いいたします。 

 天城町の小規模校入学特別制度があります。いわゆる特認校制度です。概要と該

当校をお聞かせください。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 



－66－   

 本町の特認校制度ですが、豊富な自然環境に恵まれた小規模校の特性を生かし、

心身の健康増進、体力づくり、個別指導、自然体験学習などを通して、学ぶ楽しさ

と豊かな人間性を培いたいと希望する保護者、児童生徒に一定の条件を付して、校

区によらず、特別に入学、転入学を認めます。学校及び過疎地域の活性化も同時に

図るものでございます。 

 本町には、今この特認校制度を実施している学校が、与名間分校、西阿木名小学

校、三京分校、西阿木名中学校、この４校になります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ちなみに町ホームページも確認いたしました。一般質問の通告を行う前にも、そ

のように記載されております。しかし、鹿児島県令和６年度の小規模校特別認可制

度開設校から与名間分校の記載がございません。 

 お伺いいたします。これはどういうことでしょうか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 ご質問をいただきまして、我々も調べました。鹿児島県のほうに報告をしていな

くて非常に申し訳なく思います。早急にホームページのほうに載せていただけるよ

うに手配をしたいと思います。 

○１番（松山 小百合議員）   

 与名間分校のような小さい学校にとって、生徒を増やす手だては一つでも多く持

っていたいものです。いわゆる特認校制度、少人数での教育のよさを生かしたきめ

細やかな指導や特色ある教育を行うことは、与名間分校存続においては、重要な要

素の一つではないでしょうか。そのようなささいなミスかもしれませんが、特認校

から外されたと錯誤してしまいます。 

 教育長、お伺いいたします。与名間分校のような少人数のメリットについてどう

解釈されていますでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 少人数の学校は、やっぱり本当にマンツーマンというか、子供たちの可能性とい

うところを最大限に発揮できる、本当にもう家庭教師というような、ちょっと語弊

がありますけれども、そういうふうなことで、子供たちの本当に少しでも子供たち

の持ち味というところをしっかり引き出すための、そういうところができると思い

ます。 

 また、与名間分校は、それ以外にも５人で一輪車をやったりとか、地域の方と一

緒になって運動会を実施したりとか、それから地域行事の中にも積極的にやってい

ますし、また、天城町が広めようとしているわれんきゃガイドも積極的に導入して、
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アスリートたちと交流をしたりとか、この間ハブの学校賞もいただいたりとか、本

当に子供たちの可能性というところは、最大限にいろんな面で発揮できるというこ

とがあります。 

 また、メリットもありますけど、デメリットもありますので、そこはまた岡前小

学校の本校と一緒になってやるとか、あとオンラインを使ってやるとか、そういう

課題を克服するのはいろんな方法があるというふうに考えています。 

○１番（松山 小百合議員）   

 聞こうと思ったけど、答えてくれたので、次に進みます。 

 与名間分校の存続の鍵となるのが、与名間へき地保育所の存在です。子供の数も

減ってきたところで、さらに給食の問題も以前より議会でも議論されているところ

でした。現在、与名間集落に住んでいる方に与名間保育所に通えないか相談したと

ころ、お勤めもしているため、毎日の弁当の準備がネックであるというご家庭もご

ざいます。 

 平成２９年の第３回定例会において、給食実施について前向きに検討する旨の答

弁がありました。あれからずっとほったらかしでした。希望園児の減少にはそうい

う背景もあったのではないでしょうか。保育所を休園しても、すぐに再開が可能だ

ということも職員から説明を受けましたが、仮に休園して、ほかの園に通おうとし

ます、覆水盆に返らず、再開のめどが立ったとして、仲よくなったお友達と同じ学

校に通いたいと子供は言います。ほかのお友達は岡前小学校へ行くけど、自分は与

名間分校に行きますとならないと思うのです。 

 以前にも、与名間保育所の園児が兄弟２人だけというときもあったのですが、そ

の園児が分校１００周年のときの児童代表挨拶で、おじいさんもＰＴＡ会長だと、

今、父がＰＴＡ会長をしています。僕も将来分校のＰＴＡ会長になりたいですとい

ったのを町長覚えておられますでしょうか。彼をはじめ、与名間集落の方のアイデ

ンティティー、愛郷心の形成の要因として、与名間分校での学校生活があることは

言うまでもありません。 

 そこで、山海留学制度を与名間保育所にも拡充していただきたい。町長いかがで

しょうか。山海留学制度が今、分校、小学校のみの範囲となっています。そこを保

育所の園児にも拡充できないでしょうかという質問です。 

○森田 弘光町長   

 新しい提案ということで、ちょっと今、びっくりしたところでした。やはり与名

間分校の子供たちをしっかり育てていくという中で、じゃあ与名間分校をどう存続

していくかということは大きな課題かというふうに思っております。 

 そこでまた、今、与名間保育所に山海留学制度のものを適用しますということに
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ついては、また少し議論が必要かなと思っております。前回、山海留学の中で岡前

小学校に行きます、中学校に行きます、だけど、その家族はまだ与名間にいます、

じゃあその方々をどうしましょうということで議論したんですね。そして、岡前小

学校、上のほうの学校に上がっても、その家族が一緒にいる場合は適用しましょう

という話がありました。また今もあると思っていますのでね、そこら辺の広げ方を

どうするかというのは、またしっかりと議論していただいて、前向きな方向という

のは、僕は可能性があるかなと思っています。 

○１番（松山 小百合議員）   

 昨年度は、山海留学制度を活用して児童数が増えました。そのおかげで与名間分

校の教頭先生が学校のホームページに学校活動をたくさんＰＲしてくれました。自

分が転任してホームページの更新がストップしているから残念だと連絡をいただい

たところです。 

 ある年は、山海留学生に住んでもらう家の修繕費が足りず、岡前小学校の校長先

生、分校の教頭先生、あと集落の人で床板を張り替えたり、壁にペンキを塗ったり、

庭にコーラルをみんなで敷きました。そこから、子ども会活動の活性化、女性会活

動も活性化してきました。今現在、地域活動の活性化に関心を寄せてくれる方も増

え、私の肌感覚として、その渦は大きくなってきていると感じています。要するに、

学校は地域のコミュニティの核としての性格を有しています。そのことは私自身も

身をもって体験中であります。ピンチはチャンスだと思っています。目に見えない

利益、そこにも寄り添っていただきますよう要請いたします。 

 続きまして、２点目のう蝕罹患率を下げるために、小中学校でフッ化物洗口を実

施できないか、１回目の答弁をいただきました。以前の答弁では、何が課題になる

か、洗口して実施できる学校への聞き取りも行い、前向きに検討してくださるとい

う答弁でした。 

 お伺いいたします。実施するに当たって、課題抽出をすると教育長前回、答弁を

頂いているんですけど、課題抽出の進捗はどうなってますでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 まず、学校の先生方っていうか、養護教員の先生方に聞きましたら、結局、う歯

の議員の御質問、う歯の罹患率、つまりう歯にならないための、虫歯にならないた

めのものだということですけども、う歯の治療率っていうところはなかなか上がら

ないっていうこと、これはやっぱり保護者への、保護者のなかなか歯に対する意識

がやっぱりなかなか上がってこないというところが一つ、そうであれば、そういう

歯磨きをしたりとか、そういうほかにも課題があるのじゃないのかなというところ

が、つまり、これは、教職員の理解がもう少し必要だというようなことが一つです
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ね。 

 あとはですね、やはり液体を作るわけですので、それを誰がいつ作ってどう保管

をしてそれを子供たちに実施させるのか。保育所等はですね、希望者になっていま

すよね、全員ではありません。ですので、それが、学校で導入したときに、例えば

２０人いてそのうちの５人はしない、１５人はする、そういうところをもう少しし

っかり理解をするためには、もう少し時間がかかるんじゃないのかという、そうい

う課題があるということで認識しております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 現在も虫歯予防のために、歯科衛生士による歯科保健指導をはじめ、自分の歯は

自分で守るための啓発活動も継続しているかと思われます。歯科疾患の発生は、家

庭環境などの社会的な要因が大きく影響するところで、口腔内の健康格差は、自己

責任で解決することは困難であるという実情も踏まえると、やはり本町の小中学校

でもフッ化物洗口法を実施していただきたい。 

 現在、鹿児島市内で歯科医院を開業されている天城町出身の重田先生も、お力添

えいただけるということで首を長くしておられます。 

 ちなみにフッ化物についてなんですけれども、広島県の福山市の川で、有機フッ

化物（ＰＦＡＳ）が検出され、問題となって、全国の多くの自治体で水質検査を実

施しています。健康被害が大変危惧されているところですが、フッ化洗口物に用い

るフッ素なんですけれども、無機フッ素化合物というフッ素で、要はナトリウム、

カルシウムなどの金属や非金属が結合した化合物です。自然界にも存在するものな

ので、体内に入れても問題ありません。これに対してＰＦＡＳ、問題となっている

ものですね、あれは有機フッ化物、化合物で人工的に作られたもので、体内に取り

込んではいけないものという違いがあります。平たく言うと別物でありますので、

ご安心ください。 

 あと先ほど、現場の職員の先生方からいろいろな心配の声が上がっているという

ことでした。フッ化物、先日、厚労省が示しているフッ化物洗口におけるガイドラ

インというのをご提案させて、見てみてください。とっても分厚く、丁寧に実施す

るまでのいろんな準備も含めてありますよとお話ししました。例えば、地域におけ

る導入までのステップ、いわゆる今言った職員の先生方みたいな、要は保護者がい

っぱいいたとして、専門の知見を持った重田先生が、その説明会には何度か出向く

とおっしゃっていただいています。そこに先生方もお招きしてはどうかと。 

 あとは、フッ化物の実施に当たっての必要な書類、例えば、同意書を取るとか、

その辺も丁寧に、書式例もこれに載っているんですね。あとは、フッ化物の事例紹

介、自治体における事例、それもきちっと携えておられます。あと、フッ化物の洗
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口のエビデンス。要は本当に科学的な根拠はどのようにあるか、これ結構分厚く載

っていますので、これも説明会のときに説明したら、要は、虫歯になるのと虫歯に

なるリスクを下げる、要は作用する視点が違うんですね。歯磨きはもちろんしたほ

うがいいんです、歯の表面が溶ける、いわゆる虫歯になるのは、歯の表面のｐＨが

ある程度下がってから歯が溶け始めます。でも、このフッ化物洗口法を行うとｐＨ

が２．７で下がるものが、洗口法を行っていると、うんと下がってから歯の臨界、

要は歯の表面が溶け始めるというところで、本当に科学的な根拠があります。 

 ですから、お家で、平たくいうと、歯磨きできない、そこまで面倒見きれないお

家もあります。そういうご家庭のお子さんにも、フッ化物洗口法を行うと、あと歯

のエナメル質のｐＨの臨界点、それが下がることでう蝕、罹患率が下がるというエ

ビデンスがございます。もうごめんなさい、声が大きくなるのでちっちゃく言いま

す。虫歯になりにくくなるという本当にエビデンスがございますので、一度教育委

員会のほうでもお目通しいただきたいということで、次の質問に移ります。 

 地産地消についてお伺いいたします。 

 １回目の答弁をいただきました。施政方針でも給食センターへの農産物の出荷を

始めるとのことでした。子供たちに地元でできた旬のものを提供することは、保護

者としてありがたいことです。 

 また、山猪工房へのイノシシの持込み数の確保に努め、加工品開発にも取り組み、

島内外における流通販売の確立にも取り組むということでした。 

 地産地消、まず、猪肉に焦点を当て、質問いたします。令和５年度、年間３７０頭

を捕らえて、持込みが７５頭だったということでした。 

 お伺いいたします。山猪工房の職員は、何名体制で年間の人件費はどのようにな

ってますでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 職員体制は２名体制で、令和５年度の会計年度任用職員の報酬及び職員手当合わ

せまして約４３５万円となっております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 お伺いいたします。前年度の猪肉の持込み頭数と本年度の目標頭数はいかがでし

ょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 令和５年度の持込みが７４頭で目標頭数は１００頭となっております。ちなみに

今年度の１月末現在７０頭の持込みとなっております。 
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○１番（松山 小百合議員）   

 山猪工房の年間の稼働日数は何日でしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 山猪工房の稼働日数は、水曜日、祝祭日、年末年初が定休日となっており、

２８９日間となっております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 １頭解体するのにかかる人数と時間はどのくらい要してますでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 １頭解体するのにかかる人数と時間は、まず３名で下処理を行います。時間が約

１時間かかりまして、それを３日間寝かせまして血抜き等を行います。部位分けを

２名で約１時間かけて行っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 令和５年度で言えば、稼働日数２８９日で、持込み頭数が今現在で７４頭ですね、

令和５年度で言えば。そしたら稼働日数を頭数が下回るんですよね、持込みがない

日はどのような業務がありますか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 持込みがない日は、肉の加工、スライス、ミンチ等の加工等、あと事務処理、工

房内外の清掃等を行っております。あと、事務処理を行っている状況でございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 徳之島に生息しているのは、希少性の高いリュウキュウイノシシです。ふるさと

納税の返礼品としてだけじゃなくて、希少性の高いこのリュウキュウイノシシ、こ

の市内、島内市場への流通も地産地消という視点において有用ではないでしょうか。

その土地で採れたものをその旬に食べる、自分の住んでいる土地の季節のものを食

べると体にいい、要は身土不二という言葉にもあります。天城町の皆さんにとって

も、もっと身近な食材の一つにならないか。 

 開業当時、農作被害が２千万を超えている現状であったことで、この施設ができ

たと認識しています。せっかく造って職員を配置しています。効果的な活用を検討

していただきたい。要するに、山猪工房に持ち込む頭数をいかにして増やすか、イ

ノシシがわなにかかった、捕まえました、しかし、山猪工房に持ち込むのが大変だ

という人もいらっしゃるのだと思います。 

 お伺いいたします。手が空いている職員で、現場まで行って、引取りに行ってい
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ただくことはできないものでしょうか。いかがでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在、令和７年度より、手の空いている職員で引取りに行くように計画をしてお

ります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 猪肉は臭いという話をよく伺います。ジビエ専門店の方にお伺いしたら、本来、

猪肉は臭みや癖のない肉らしいんです。臭くなる理由は、止め刺しをした後の処理

の違い、止め刺しをした後すぐに処理をするとよいらしく、また、処理を迅速にし

ないとイノシシ自体の体温だとか、肉が傷んだり臭みが出るようです。うおっちょ

では魚の鮮度やおいしさを保つために神経締めの講習を実施していましたよね。 

 お伺いいたします。山猪工房の職員にもそのような技術指導はされているのでし

ょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在、２名体制で行っておりますが、１名が先進地への視察研修等に行っており

ます。もう１名が２月１日より配置換えで来ておりますが、その方はもともとＪＡ

のＡコープの精肉でやったベテランになりますので、そこあたりは技術がある職員

が配置となっております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 臭みのないおいしい肉を肉として市場に出せるのだとしたら、子供たちの学校給

食のメニューにも取り入れていただきたい。 

 また、解体頭数を増やすために、町外からの持込みも促進したいと令和５年度の

決算の委員会でもお話しされていましたが、お伺いいたします。町外からの持込み

頭数、どのようになってますでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在、町外からの持込みの実績はございません。 

○１番（松山 小百合議員）   

 せっかくなので増やしていただきたいです。町外からの持込み頭数増やすために、

具体的に今後、どのようなお考えでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在、町外からの持込み手数料が１万円となっております。これを新年度より
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５千円の改定予定としております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ご存じなければ、せっかくの１万円の手数料が５千円になったことも、町外の方

は知らないと思うんですけど、周知の方法とか具体的に何かお考えはありますでし

ょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 新年度より始まりますので、３月中に全島に広報、フリーペーパー等を使って、

広報を行っていきたいと考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 では、持込み頭数がもっと増えてきました。増えてきたときの課題と対応策につ

いてはどのようにお考えでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在、２人体制で解体処理を行っておりますので、実際に持ち込んだ猟師の方に

も一緒に手伝いをしてもらって、その手伝いをしていただけると手数料がかからな

いということになっておりますので、そこあたりも周知して頭数を増やしていけれ

ばと考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 お伺いしたいのは、増えてきたときに問題はないのか、その課題についてどう認

識されて、対応策についてはどのような用意が、お考えなのか、２つお伺いいたし

ます。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 持込み頭数が増えてきたときの課題といたしましては、まず、保管場所が限りが

ありますので、そこあたりは調整しながらになると思います。 

○１番（松山 小百合議員）   

 安定的な猪肉の供給を得るためには、狩猟する人の確保という論点もあるかと思

います。町内の狩猟免許の保有者数と免許保有者の確保に対する対策などはどのよ

うにされてますでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在、町内で免許を保有している方が４７名、そのうち猟友会に入っている方が

２９名となっております。その際、狩猟免許取得の際と更新の際の手数料の２分の
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１の補助を行っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 この猟友会の方、４７名のうちのこの２９名もだんだんお年を召してくるのかな

と、若い方の狩猟免許取得に対してどういうアプローチがあるのかなとか、何か用

意とかお考えはあったりしますか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 今、特にアプローチとかしていないんですが、問合せとして若い方から免許を取

りたいという問合せは来ているところでございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 山猪工房の職員の効果的な活用と持込み頭数を増やす施策を推進し、身土不二、

町内の皆様にもおいしい肉を提供していただき、地産地消の推進を図っていただき

ますよう要請いたします。 

 地産地消という点で、天城町は畜産も盛んに行われています。以前、議員と語ろ

う会において、せっかく畜産業を営む人も多いので、月に一度ぐらい牛肉を給食に

も出してもらいたいという要望をいただきました。給食の献立表を確認したところ、

確かにあんまりほぼ見当たらないのです。 

 また、食育の観点から岡前小学校の司書の先生が面白い取組をされているのを伺

ったことがございます。給食に出た、たまに出る牛肉の個体識別番号から生産者を

たどることができるのだと、調べてみるとたまたま町内の繁殖農家が出荷した天城

町で生まれた牛であったという観点においても、給食に牛肉の提供を増やすことも

大切なのかなと、天城町の強みがまた一つ増やせるのではないかと思うのです。 

 町長、お伺いいたします。地産地消という観点から子供たちの給食に牛肉の提供

をもう少し増やしていただけないでしょうか。 

○森田 弘光町長   

 山猪工房についてちょっと１点だけ。今、議員から持ち込む数を増やすというこ

と、じゃあそれをどうやって出口で販路をさばくかということがあって、今、そし

て、もう一方では、なかなか地元でイノシシ肉を食べるという文化がなかなかない

というところがあったりするんですね。 

 それで今、山猪工房の建物自体の構造が、ドアを閉め切って、あそこは倉庫だろ

うか、事務室だろうかというような観点があったりして、なかなかあそこ行ってそ

の山猪肉を買おうとかというのは、なかなかどうだろうということの中で、今、商

工水産観光課長とお話をして、うおっちょのあそこの冷凍庫のところが少し空いた

りしておりますので、あそこに山猪、イノシシ肉を並べて、またそういったそのＰ
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Ｒと兼ねて、島の方々、そして、また立ち寄る方々にも販売できないかということ

で、今、進めていまして、近いうちにうおっちょの中にも冷蔵庫の中に山猪肉が並

べられる日が近いのかなというふうに思っております。 

 あとは、牛肉を私たちその牛肉の言わば子牛の生産基地ということで、今なかな

か消費が鈍っているということで大変だということでやっておりますが、先ほど岡

前小学校の職員の方が、天城町の肉だということでしたけれども、今、１００万円

かな、１００万円分給食の中に天城町の地産地消ということで、牛肉を子供たちに

提供するということで１００万円分ですから、年何回ぐらい給食にいっているかど

うか、私は分からないんですけど、そういうことをやっております。また、それに

ついては、１００万円では足りないということであれば、私たちやっぱり消費とい

うこともしっかり考えないと、私たちの生産者の子牛の値段も上がっていきません

ので、そういったことについては、また教育委員会と相談して、今、１００万円の

予算を組んでいるかと思っていますけど、それを上げて、もっともっと回数を増や

すとか、そういったことについては当然、やぶさかではないと思っております。 

 また、今度１１月２３日の農業祭には消費拡大キャンペーンということで、今回、

当初予算の中でまた議会のほうに提案するんですけど、そういった天城町産の牛を

農業祭の中で町民にまた還元するとか、そういったことも企画していきたいなと思

っているところです。 

 予算についてはしっかりとまた教育委員会のほうで検討していただければ、私た

ちの側は全然問題ないと思っています。 

○１番（松山 小百合議員）   

 施政方針においても給食センターへの農産物の出荷を始めるとのことでした。 

 以前、町長の答弁の中で、子供たちには地元で取れた旬のものを食べて大きくな

ってほしい、そのようなお考えがあるとおっしゃっていたように記憶しております。

材料費の高騰もある中での提案ですが、前向きにご検討いただきますよう要請して、

次の質問に移ります。 

 ４項目め、製糖業者の抱える課題について、減少している町内製糖業者への支援

策はどうなっているか、１回目の答弁をいただきました。 

 昨年１１月、天城町がベストツーリズムに認定されました。天城町は国内外から

注目される機会ができたわけです。この好機に天城町をブランド化する一手を増や

したい。酒造ツーリズムという視点です。観光地巡りに付随して地元の伝統料理、

地元のお酒を楽しみたいと考えます。例えば、創業からの歴史、酒造りの過程、杜

氏、含蜜糖製造者、サトウキビの生産者の思いなど、これらのストーリーを含め酒

造の見学、地域の方々と触れ合ってお酒を味わう、そして、そのお酒が生まれた土
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地を散策しながら、その地域ならではの郷土料理や伝統文化を楽しむというアクテ

ィビティ。今後、検討していただけないかどうか、課長ご所見をお聞かせください。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 今のご質問につきましては、天城町にまだ酒造会社が一社しかございませんが、

そことの調整をさせていただいた上で、どういった感触を得られるか、ちょっとま

だ分かりませんけれども、まず、お話はさせていただきたいなとは思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 昨年１２月、黒糖焼酎を含む焼酎や泡盛、日本酒など、日本の伝統的なこうじ菌

を使った酒造り技術がユネスコ無形文化遺産に登録されました。そこも絡めていき

たい。 

 黒糖焼酎産業については、原料問題があります。第二次世界大戦前は奄美群島で

は泡盛を中心にお酒が製造されていました。ところが、戦時中から戦後にかけての

米不足から米を原料とする泡盛の製造が困難になります。戦後のアメリカ軍統治に

より、奄美群島の特産品である黒糖の移出規制がされました。不足する米の代わり

に売り先を失った黒糖を原料とする黒糖焼酎の製造が始まったのです。当時、群島

内で製造されていた黒糖焼酎は焼酎の仕込みに使われるこうじを使用していません

でした。日本の酒税法が適用されると、こうじを使用していない製造過程からスピ

リッツに分類され、高い税率が課せられてしまいます。戦後復興の振興支援策の一

環として、こうじの使用を条件に奄美群島限定で黒糖焼酎として税制措置を受けら

れるようになりました。 

 原料となる含蜜糖です。当時は、国内産に限定されていました。２００３年の焼

酎の原料と含蜜糖、黒糖ですね、仕入れ先と価格については１ケース３０kgで奄美

産２万２千円弱、沖縄産が７千５５０円、外国産が５千円となっていました。 

 お伺いいたします。現在の黒砂糖の原料等の仕入れ先の価格、お幾らになってま

すでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 含蜜糖の仕入れ先の価格についてなんですけども、確認しましたところ、奄美大

島群島内なんですが、奄美大島酒造組合、協同組合というところがありまして、そ

こが一手に仕入れを受け入れているというふうにお話を伺いました。今現在は主に、

大島群島内の酒造会社は、大半は沖縄県産を仕入れているということで、３０kg当

たり６千９００円で取引が行われているということで伺っております。 

○１番（松山 小百合議員）   
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 １９５０年代までは群島内のサトウキビの全てが含蜜糖の生産に使用されており

ました。ですが、６０年代前半、政府の糖業施策により、甘味資源特別措置法など

の法律が施行され、これらはサトウキビなどの甘味資源作物や分蜜糖、お砂糖の生

産と価格の安定を目的としているため、含蜜糖はその保護の対象とされませんでし

た。さらに、令和元年の消費税導入に伴う砂糖消費税法の廃止で黒糖焼酎の原料糖

である原産地に関する縛りがなくなりました。安い外国産含蜜糖の使用が拡大しま

した。どこに問題があるのか、含蜜糖を作る町内製糖業者数が今後さらに減少の一

途をたどる危険性です。 

 お伺いいたします。天城町には個人で営む製糖業者はもともと幾つありましたで

しょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 まず、どの期間かというところで、なかなか、私のほうも、なかなか分からなか

ったんですけども、昭和とか平成時代の作成されました大島群島の産業史料、そし

て天城町の要覧町史などを確認させていただいたんですが、どの年代でも個人経営

の糖業業者の正確な数字の記録は残っておりませんでした。それを踏まえまして、

ここ数年の記録を県保健所のほうに確認させていただきまして、製造業届出の資料

になりますが、県のほうも資料の保存期間が１０年スパンということでありました

ので、直近１０年前の町内の製造業で黒糖加工品を製造している事業者さんが５店

舗、黒糖焼酎の製造業者が１店舗となります。この店舗数については、今現在変わ

りはございません。 

○１番（松山 小百合議員）   

 町内には南西糖業を除き製糖業者が５社あります。分蜜糖の製造は南西糖業が多

くを担い、含蜜糖の製造は個人経営の製糖工場になっております。個人製糖業者が

ちゃんと減ってきていますよね。私、父から聞いたんですけど、与名間には何と平

山製糖以外に２つあって、松原にも２ヶ所、浅間にも、天城にもあったそうです。

あの天城町には酒造会社が１社ありますけれども、町内産サトウキビでできた天城

町の製糖業者が作った含蜜糖のみで黒糖焼酎ができないか、先日、酒造メーカーに

お話を伺ってきました。でも、現在は、奄美酒類に瓶詰めを行っており、規約上、

独自の商品開発販売は厳しいということでした。だけど、伊仙町の松永酒造のよう

に世代交代をするときに奄美酒類から撤退し、独自のリキュール、あと黒糖焼酎を

製造販売しているという会社の事例があることも踏まえると、今は独自の商品開発

はできなくても、次の世代で考えが変わる可能性もありますね、とのことでした。 

 町内酒造会社は、国内の限られた地域のみの販路しかない現在、今後の事業継続
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は厳しいものがあるのではないでしょうか。現在、黒糖焼酎の材料のほとんどが沖

縄産、外国産に頼っているところです。天城町産の含蜜糖を使うにはハードルが高

い、今の話じゃなくてそれをどうにかできないかなというところです。 

 上岡課長お伺いいたします。沖縄県では含蜜糖の販売価格が製造販売経費を下回

った場合、どのような措置が取られているでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 すみません。沖縄県の今現状について把握しておりません。 

○１番（松山 小百合議員）   

 はい、分かりました。ありがとうございます。 

 含蜜糖経営安定資金制度というのがありまして、年間１１億、これですね差額、

経費売った差額に補填するために、国が３分の２、県が３分の１であったように沖

振から補助を実施しているそうです。人口も減ってきています、町内製糖業者、町

内の酒造メーカーの存続についても、２０年後、３０年後の中長期的な視点でも、

次の世代に受け継いでもらうため、守り育む一手を行政として携えていただきたい

という趣旨の質問でした。 

 梅岡課長、あと、企画財政課長、奄振、そのほか国や県の施策補助事業など、ご

案内できるアイデアはあったりしますでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 今、松山議員のご指摘のとおり、今現在、製糖業者関係者の方にご支援している

のは奄振の輸送コスト事業のみになります。我々のほうもなかなか国、県のその他

の補助事業についての、なかなか我々もちょっと把握はできていないところがあり

ましたので、アンテナを高く持って、そのあたりはしっかり探っていきたいという

ふうに考えております。 

 以上です。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 今、思い当たるとすれば、地域振興事業等も活用できるのかなとは思いました。

ただ、これにつきましては、毎年度というわけにはいかないので、ちょっといろい

ろ考えてみたいと思います。 

○１番（松山 小百合議員）   

 奄美で生産されるサトウキビは国の糖業施策、要するに砂糖の国内需給の確保、

価格調整をするための甘味資源特別交付金というのを交付しています。でも、サト
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ウキビ農家さんは厳しい現状です。たくさんではなくても、さっき言ったみたいに

何でこの提案したかと言ったらプレミア感が出るような少量の販売でいいので、黒

糖焼酎ができないかな、その先には、沖縄には泡盛の会社が酒造会社が４６社ある

んです。その中でも、波照間島という波照間酒造所が作る泡波という銘柄の酒があ

るんですけども、幻の泡盛と言われており、一度口にする機会がございました。大

変、希少性が高いと知っていたのでそれだけでも興奮したんです。ですから、今ベ

ストツーリズムビレッジ、黒糖焼酎がユネスコの認定されている今、これを契機に

何か糖業生産の業者、酒造会社、何ならバックにいるサトウキビ農家も潤うような

何か手だてがないかなという視点で先ほど課長からもありました、そういう別に業

者でやればいいじゃん、ではなくて、高いアンテナ張って、こんなのもあるんだよ、

２０年後、３０年後を見据えた、この天城町の製造業の未来を見据えて、何かしら

の施策などのご案内、販路拡大についてもお力添えいただきますよう要請しまして、

私の一般質問を終了いたします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、松山小百合議員の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 明日は午前１０時から開会いたします。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

散会 午後 ３時５３分 


